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は
じ
め
に

「
四
方
四
仏
」
と
い
う
と
き
、
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
空
海
が
入
唐
留
学

を
経
て
日
本
に
伝
え
た
密
教
に
お
い
て
、
大
日
如
来
を
中
心
に
据
え
て
、
そ
の

四
方
に
配
さ
れ
る
四
仏
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
金
剛
界
と
胎
蔵
の
二
様
が

あ
る
。
そ
の
現
存
最
古
の
遺
例
に
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
京
都
・
安
祥
寺
五
仏

（
五
智
如
来
）
像
（
九
世
紀
中
頃
）
の
そ
れ
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
後
者
に

つ
い
て
は
遺
例
に
恵
ま
れ
ず
千
葉
・
正
延
寺
五
仏
像
（
十
一
世
紀
初
頭
）
の
そ

れ
が
最
古
と
み
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
「
四
方
四
仏
」
は

存
在
し
た
。
そ
の
遺
例
と
考
え
ら
れ
る
の
が
本
論
で
と
り
上
げ
よ
う
と
す
る
奈

良
・
西
大
寺
の
「
塔
本
四
仏
」
と
称
さ
れ
る
尊
像
群
で
あ
る
（
以
下
、
西
大
寺

四
仏
像
、
挿
図
１
）。
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
塔
本
」
と
は
多
層
塔
の
初
層

部
（
塔
基
）
を
指
し
、「
塔
本
四
仏
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
塔
初
層
の
内
部

中
央
に
設
置
さ
れ
た
方
形
の
壇
上
に
お
い
て
、
各
々
背
を
向
け
つ
つ
四
方
の
開

口
部
（
扉
）
に
向
け
て
各
一
安
置
さ
れ
る
如
来
坐
像
の
こ
と
を
指
す
。
西
大
寺

四
仏
像
は
、
寺
家
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
尊
名
と
は
別
に
、
釈
迦
・
薬
師
・

阿
弥
陀
・
弥
勒
の
各
如
来
を
あ
ら
わ
す
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
近
年
の
大
勢
を
占

め
る
（
後
述
）。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
根
拠
は
何
な
の
か
、
は

た
し
て
そ
の
認
識
が
西
大
寺
四
仏
像
の
理
解
に
当
て
は
め
て
適
切
な
の
か
ど
う

か
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
西
大
寺
四
仏
像
の
当
初
の
尊
名
は
そ

れ
ぞ
れ
何
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
で
の
造
顕
・
安
置
で
あ
っ
た
か

な
ど
明
ら
か
に
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
。
本
論
は
西
大
寺
四
仏
像
が
一
具
と

し
て
八
世
紀
末
の
造
顕
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な

構
想
の
も
と
で
の
造
顕
で
あ
り
、
本
来
の
尊
名
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
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に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
塔
本
安
置
像
の
諸
相
（
概
観
）

こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
奈
良
時
代
の
多
層
塔
の
塔
本
に
ど
の
よ
う
な
尊
種
を

も
っ
て
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
概
要
を
お
さ
え
て
お
く
こ
と
に

し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
早
く
に
毛
利
久
氏
の
包
括
的
な
研
究
が
あ

り（
１
）、

さ
ら
に
在
地
に
お
け
る
出
土
遺
例
に
つ
い
て
は
、
群
馬
・
山
王
廃
寺
出
土

の
塔
本
塑
像
に
つ
い
て
の
専
論
で
あ
り
な
が
ら
、
広
く
各
地
の
出
土
遺
例
を
視

野
に
い
れ
た
松
田
誠
一
郎
氏
の
研
究
が
あ
る（

２
）。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
導
か
れ

な
が
ら
、
奈
良
時
代
の
塔
本
安
置
の
尊
像
が
ど
の
よ
う
な
主
題
を
も
っ
て
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
南
都
の
事
例
を
中
心
に
概
観
し
て
お
く
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
知
り
得
る
現
存
の
遺
例
は
き

わ
め
て
少
な
く
、
ま
た
、
史
料
上
に
お
い
て
も
そ
の
こ
と
を
知
り
得
る
事
例
は

限
定
的
で
あ
る
。

⑴ 

法
隆
寺
五
重
塔

奈
良
時
代
に
遡
る
多
層
塔
の
う
ち
、
塔
本
に
お
け
る
尊
像
安
置
の
様
相
が
視

認
で
き
る
遺
例
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
造
顕
の
法
隆
寺

五
重
塔
（
以
下
、
法
隆
寺
塔
）
の
塔
本
塑
像
と
い
う
こ
と
に
な
る（

３
）。

そ
れ
は
四

方
と
も
に
壇
上
一
面
に
塑
土
を
盛
っ
て
山
岳
表
現
を
と
も
な
っ
た
巌
窟
を
つ
く

り
、
群
像
を
安
置
し
て
い
る
。
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
撰
上
の
『
法
隆
寺
伽

藍
縁
起
幷
流
記
資
財
帳
』
の
記
載
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
東
面
は
「
維
摩
詰
」、

南
面
は
「
弥
勒
」、
西
面
は
「
分
舎
利
仏
」、
北
面
は
「
涅
槃
」
の
各
場
面
と
い

う
こ
と
に
な
る（

４
）。
こ
の
よ
う
な
場
面
の
取
り
合
わ
せ
は
他
に
類
例
が
な
く
、
独

自
の
識
見
を
も
っ
て
四
場
の
選
定
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
想
像
を
逞
し
く

す
る
な
ら
ば
、
こ
の
四
場
は
、
文
殊
・
維
摩
の
問
答
を
通
じ
て
の
真
理
と
し
て

の
仏
法
の
呈
示
（
東
面
）
と
、
仏
法
を
説
い
た
釈
迦
の
肉
体
と
し
て
の
非
永
続

性
（
北
面
）、
そ
の
後
の
舎
利
分
割
に
象
徴
さ
れ
る
仏
法
の
各
地
へ
の
伝
播

（
西
面
）、
仏
滅
後
五
十
六
億
七
千
万
年
先
の
弥
勒
成
仏
に
至
る
仏
法
の
永
続

性
と
そ
の
後
の
担
保
（
南
面
）
を
、
右
匝
一
巡
の
う
ち
に
四
場
の
パ
ノ
ラ
マ
で

示
そ
う
と
し
た
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
各
場
は
仏
典
が
伝
え
る
説
話
を
踏
ま
え

た
群
像
で
あ
っ
た（

５
）。

⑵ 

薬
師
寺
三
重
塔
（
東
西
双
塔
）

こ
れ
に
次
ぐ
の
は
残
欠
な
が
ら
奈
良
・
薬
師
寺
三
重
双
塔
の
塔
本
塑
像
群
で

あ
る
。
こ
の
双
塔
は
東
塔
の
み
が
創
建
時
の
塔
影
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、
各
層

に
裳
階
を
と
も
な
う
。
西
塔
は
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
東
塔
に
倣
っ

て
復
原
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
塔
の
創
建
に
つ
い
て
は
『
扶
桑
略
記
』
に
し

た
が
う
な
ら
ば
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
と
い
う
こ
と
に
な
る（

６
）。

西
塔
の
創
建
に

つ
い
て
は
拠
る
べ
き
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
西
塔
の
塔
址
か
ら
出
土
し
た

塔
本
塑
像
と
み
ら
れ
る
残
片
類
等
の
存
在
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
創
建
は

東
塔
と
同
時
期
も
し
く
は
さ
ほ
ど
時
を
隔
て
な
い
頃
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ

う（
７
）。
こ
の
双
塔
の
形
式
は
韓
半
島
の
統
一
新
羅
時
代
の
寺
院
伽
藍
に
お
け
る
事
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例
に
倣
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
お
り（
８
）、

藤
原
京
薬
師
寺
（
本
薬
師
寺
）
の
東

西
両
塔
が
日
本
に
お
け
る
双
塔
の
嚆
矢
と
さ
れ
て
い
る（

９
）。

平
城
京
に
出
現
し
た

薬
師
寺
の
双
塔
も
、
本
薬
師
寺
の
前
例
を
踏
襲
し
た
よ
う
で
あ
る
。
創
建
時
の

面
影
を
残
す
東
塔
の
塔
本
安
置
の
諸
尊
（
現
状
）
は
後
の
も
の
に
入
れ
替
わ
っ

て
お
り
、
創
建
時
の
様
相
を
留
め
て
い
な
い
が
、
西
塔
址
か
ら
出
土
し
た
塑
像

の
残
片
群
の
存
在
と
相
ま
っ
て
、
大
江
親
通
が
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
に
南

都
諸
寺
院
を
巡
拝
し
た
際
の
見
聞
を
記
し
留
め
た
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
の
記

述
に
拠
っ
て
み
る
な
ら
ば
、東
塔
に
は
仏
伝
の
「
入
胎
」「
受
生
」「
受
楽
」「
苦

行
」
の
四
場
面
が
、西
塔
に
は
同
じ
く
仏
伝
の
「
成
道
」「
転
法
輪
」「
涅
槃
」「
分

舎
利
」
の
四
場
面
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る（

（1
（

。『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』

に
は
併
せ
て
「
山
川
嶮
之
峽
、
巌
洞
曲
折
之
路
、
皆
奇
妙
也
」
と
記
さ
れ
て
お

り（
（1
（

、
法
隆
寺
塔
同
様
に
山
岳
表
現
を
と
も
な
う
巌
窟
を
塔
本
に
造
成
し
て
、
そ

の
な
か
に
塑
像
群
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑶ 

大
安
寺
七
重
塔
（
東
西
双
塔
）

同
じ
く
双
塔
で
造
顕
を
み
た
大
安
寺
七
重
塔
は
現
状
、
礎
石
を
留
め
る
に
過

ぎ
な
い
。
発
掘
に
よ
る
遺
構
や
出
土
瓦
等
か
ら
判
断
し
て
奈
良
時
代
に
遡
る
と

さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
の
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
幷

流
記
資
財
帳
』
に
は
記
載
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
以
降
の
建
立
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う（

（1
（

。『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
十
二
月
己
酉
（
二
十
八
日
）

条
に
は
大
安
寺
東
塔
へ
の
落
雷
記
事
が
あ
り（

（1
（

、
こ
れ
以
前
の
着
工
と
み
る
こ
と

が
で
き
る（

（1
（

。『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
拠
っ
て
み
る
と
き
、
東
塔
の
塔
本
に
は

勝
蔓
夫
人
の
出
家
の
態
、
す
な
わ
ち
「
一
比
丘
立
チ二

夫
人
ノ
後
ニ一

、
以
テ二

左
手
ヲ一

押

シ二

夫
人
ノ
頂
ニ一

、
右
手
ニ
取
リ二

利
刀
ヲ一

安
ス
ル
二

夫
人
ノ
頂
上
ニ一

之
躰
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
た
と
い
う（

（1
（

。
そ
れ
は
『
大
宝
積
経
』
巻
一
一
九
「
勝
鬘
夫
人
會
第
四
十
八
」

に
説
か
れ
る
逸
話
を
踏
ま
え
て
の
造
形
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。『
七
大
寺
日

記
』
に
し
た
が
え
ば
、
そ
れ
ら
は
木
像
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
時
期
の

塔
本
安
置
の
尊
像
が
専
ら
塑
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
異
例
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
か
つ
、
塔
本
に
木
彫
像
を
安
置
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
西
大
寺

塔
本
四
仏
の
先
蹤
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
は
当
該
の
尊
像
が
現
存
し
な
い
の

で
、
い
さ
さ
か
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
西
塔
に
つ
い
て
は
『
七

大
寺
巡
礼
私
記
』
に
礎
石
を
残
す
ば
か
り
と
記
さ
れ
て
お
り
、
平
安
後
期
に
は

退
転
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。

⑷ 

興
福
寺
五
重
塔

こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
興
福
寺
五
重
塔
は
、
現
存
の
五
重
塔
を
指
す
も
の
で

は
な
い
。『
興
福
寺
流
記
』
所
引
の
「
宝
字
記
」
の
記
載
に
し
た
が
う
な
ら
ば（

（1
（

、

そ
れ
は
光
明
皇
后
の
発
願
に
な
り
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
の
建
立
と
伝
え
、

規
模
は
「
高
十
五
丈
一
尺
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
併
記
引
用
を
み
る
「
天
平
記

（
天
平
十
六
年
記
）」
に
は
「
不
注
所
安
佛
等
」
と
記
す
と
こ
ろ
か
ら
、
塔
本
へ

の
尊
像
安
置
は
建
立
時
よ
り
遅
れ
た
よ
う
で
あ
り（

（2
（

、「
宝
字
記
」に
し
た
が
う
と
、

塔
本
の
東
面
に
は
「
薬
師
浄
土
変
」、
南
面
に
は
「
釈
迦
仏
浄
土
変
」、
西
面
に

は
「
阿
弥
陀
浄
土
変
」、
北
面
に
は
「
弥
勒
浄
土
変
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。
各
浄
土
変
の
主
尊
に
つ
い
て
は
立
坐
の
別
を
明
記
し
な
い
が
、
い
ず
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れ
も
坐
像
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う（
（2
（

。
そ
れ
ら
は
各
方
と
も
に

両
脇
侍
菩
薩
ほ
か
複
数
の
諸
尊
像
を
と
も
な
う
群
像
表
現
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
た（

（2
（

。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
材
質
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

⑸ 

元
興
寺
五
重
塔

塔
本
に
「
四
方
浄
土
変
」
を
安
置
す
る
事
例
は
興
福
寺
五
重
塔
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
元
興
寺
五
重
塔
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
建
立
の
時
期
は
明
確
で

な
い
が
、塔
址
か
ら
鎮
壇
に
供
し
た
と
み
ら
れ
る
神
功
開
宝
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
れ
が
鋳
造
さ
れ
た
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
を
遡
ら
ず
、
称
徳
・
光
仁
両

朝
頃
の
建
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
塔
本
の
安
置
仏
に
つ
い
て
は
『
七
大
寺
巡

礼
私
記
』
に
言
及
が
あ
り
、
こ
れ
に
拠
っ
て
み
る
と
「
安
四
方
浄
土
之
相
、
其

佛
菩
薩
之
様
不
可
思
議
也
、
疊
嶮
岨
之
山
、
置
曲
折
之
道
、
凡
言
語
同
断
也
」

と
あ
り（

（2
（

、「
浄
土
之
相
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
を
思
う
と
各
方
三
尊
に
留
ま
ら
な

い
群
像
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
同
人
が
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
の

巡
拝
に
も
と
づ
い
て
著
わ
し
た
『
七
大
寺
日
記
』
元
興
寺
の
条
に
は
「
塔
基
四

方
浄
土
造
様
、
山
タ
ゝ
ミ
タ
ル
様
、
幷
佛
造
様
、
ス
ハ
マ
ノ
ツ
ク
リ
様
、
柱
繪

等
尤
神
妙
也
、
可
見
、
但
、
北
方
ノ
弥
勒
ノ
浄
土
佛
綵
色
ニテ

、
余
ノ
三
方
ノ
佛
ハ
金

色
也
、
其
弥
勒
ノ
綵
色
ナ
ル
不
得
心
、
未
子
細
不
審
也
」
と
記
し
て
い
る（
（2
（

。
記
述

の
う
ち
に
山
岳
表
現
の
な
か
に
仏
菩
薩
等
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
あ
わ
せ

て
四
方
浄
土
変
の
各
中
心
尊
の
表
面
仕
上
げ
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑹ 

東
大
寺
七
重
塔
（
東
西
双
塔
）

『
東
大
寺
要
録
』
巻
四
・
諸
院
章
に
拠
れ
ば
「
東
塔
院
」「
西
塔
院
」
と
も
に

七
重
塔
で
あ
り
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
の
建
立
を
伝
え
、
西
塔
の
方
が

東
塔
よ
り
五
十
日
近
く
遅
れ
た
と
い
う（

（2
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
心
柱
の

立
柱
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
り
、『
東
大
寺
要
録
』
巻
七
・
雑
事
章
に
収
め
る
「
東

大
寺
権
別
当
實
忠
廿
九
ケ
絛
」
に
は
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
に
東
塔
の

露
盤
を
上
げ
た
と
い
う
こ
と
に
言
及
が
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
を
も
っ
て
東
塔
の
完
成
と

み
る
の
が
有
力
で
あ
る（

（2
（

。
と
す
れ
ば
、
記
録
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
な
い
西
塔
の

完
成
も
、
こ
の
頃
と
み
た
方
が
穏
当
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
天
平
十
三

年
（
七
四
一
）
二
月
十
四
日
の
国
分
寺
国
分
尼
寺
建
立
の
詔
に
は
、
国
ご
と
に

七
重
塔
一
基
を
造
り
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
そ
れ
ぞ

れ
十
部
を
写
し
、
さ
ら
に
聖
武
天
皇
自
ら
筆
を
執
っ
た
金
字
『
金
光
明
最
勝
王

経
』
を
、
塔
ご
と
に
納
め
る
計
画
に
言
及
が
あ
る（

（2
（

。
東
大
寺
に
お
け
る
七
重
双

塔
の
建
立
も
、
こ
れ
を
承
け
て
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。『
東
大
寺
要
録
』
巻

四
の
記
載
に
し
た
が
う
と
、東
塔
の
塔
本
に
つ
い
て
は
「
安
四
方
浄
土
」
で
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
塔
本
の
事
例
を
視
野
に
入
れ
る
な

ら
ば
、
や
は
り
四
方
と
も
に
群
像
表
現
を
と
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
西
塔
の
塔
本
に
何
が
安
置
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は

記
載
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、
上
述
の
詔
を
重
視
し
て
西
塔
に
は
『
金
光
明
最

勝
王
経
』『
妙
法
蓮
華
経
』
各
十
部
と
聖
武
天
皇
自
筆
の
金
字
『
金
光
明
最
勝

王
経
』
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
見
る
向
き
も
あ
る（

（3
（

。
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⑺ 

四
方
三
尊
石
仏
（
京
都
国
立
博
物
館 
蔵
）

奈
良
時
代
多
層
塔
の
塔
本
安
置
の
尊
像
に
つ
い
て
の
概
観
を
通
じ
、
塔
本
安

置
の
尊
像
に
は
大
き
く
二
つ
の
傾
向
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
仏
典
を
踏
ま
え
て

説
話
場
面
を
再
現
す
る
か
、
も
し
く
は
、
四
方
浄
土
変
を
も
っ
て
あ
ら
わ
す
傾

向
に
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
群
像
表
現
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を

確
認
し
た
う
え
で
及
ん
で
お
き
た
い
の
は
、
か
つ
て
川
勝
政
太
郎
氏
に
よ
っ
て

奈
良
時
代
の
遺
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
「
竹
田
四
方
仏
石（

（3
（

」（
凝
灰
岩
製
、
東

面 

縦
四
九
・
〇
㎝　

幅
四
〇
・
三
㎝
）
に
あ
る
（
挿
図
２
）。

こ
の
「
竹
田
四
方
仏
石
」
は
本
来
、
多
層
塔
の
初
層
の
塔
身
で
あ
っ
た（

（3
（

。
各

面
と
も
に
外
周
を
二
重
郭
で
縁
取
り
、
内
区
に
は
、
上
辺
に
垂
帳
（
細
い
帛
帯

を
も
っ
て
四
か
所
で
括
り
ま
と
め
る
）
を
あ
ら
わ
し
、
中
央
に
は
細
い
茎
を
上

方
に
ま
っ
す
ぐ
立
ち
上
げ
た
仰
蓮
（
蓮
肉
と
五
弁
の
反
花
か
ら
な
る
）
上
に
、

二
重
円
相
光
背
（
頭
光
の
頂
を
僅
か
に
尖
ら
せ
る
）
を
と
も
な
っ
た
如
来
像
が

趺
坐
し
（
四
仏
と
も
に
印
相
な
ら
び
に
結
跏
・
半
跏
の
別
に
つ
い
て
は
不
分
明

で
あ
る
が
、形
の
残
る
東
面
と
南
面
は
禅
定
印
も
し
く
は
そ
の
上
に
衣
を
懸
け
、

右
脚
を
上
と
す
る
よ
う
で
あ
る
）、
そ
の
左
右
に
は
細
い
茎
を
ご
く
短
く
立
ち

上
げ
た
仰
蓮
上
に
お
い
て
、
円
形
の
頭
光
を
と
も
な
い
、
中
尊
側
の
腕
を
屈

し
、
外
側
の
腕
を
大
腿
付
近
ま
で
垂
下
さ
せ
た
菩
薩
が
侍
立
す
る
。
現
状
、
四

面
と
も
に
摩
損
が
著
し
い
う
え
に
石
質
自
体
が
脆
く
、
表
面
に
浅
く
刻
出
さ
れ

た
尊
容
を
十
分
に
把
握
す
る
に
は
至
ら
な
い
が
、
細
長
い
茎
を
立
ち
上
げ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
仰
蓮
上
に
三
尊
（
如
来
坐
像
の
左
右
に
菩
薩
立
像
が
侍
立
す
る
）
を

あ
ら
わ
す
様
態
は
、
唐
代
の
磚
仏
、
あ
る
い
は
、
京
都
・
地
蔵
院
の
銅
造
如
来

坐
像
及
び
左
脇
侍
菩
薩
立
像
（
現
状
、
右
脇
侍
菩
薩
立
像
は
亡
失
）
に
通
じ
る

（
挿
図
３
）。
か
つ
、
四
面
に
仏
・
菩
薩
か
ら
な
る
三
尊
を
配
す
る
あ
り
よ
う
は
、

四
方
浄
土
変
か
ら
各
方
と
も
に
、
そ
の
中
心
を
な
し
た
三
尊
像
だ
け
を
抽
出
し

て
あ
ら
わ
し
た
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
興
福
寺
塔
あ
る
い
は

元
興
寺
塔
が
い
ず
れ
も
十
五
丈
級
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て（

（3
（

、「
竹
田
四
方
仏
石
」

は
、
塔
身
そ
の
も
の
の
規
模
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
寺
塔
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

挿図２ 竹田四方仏石（東面）
京都国立博物館

挿図３-⑴  唐代磚仏
奈良国立博物館
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な
い
く
ら
い
小
さ
く
、
各
面
の
ス
ペ
ー
ス
も
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
四

方
浄
土
変
」
か
ら
の
抽
出
と
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
少
の
尊
像
構
成
単
位
で

あ
っ
た
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
な
お
、
塔
本
の
四
方
に
お
い
て
仏
・
菩
薩
か
ら

な
る
三
尊
像
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、『
扶
桑
略
記
』
天
智
天
皇
七

年
（
六
六
八
）
正
月
十
七
日
条
に
は
『
崇
福
寺
縁
起
』（
逸
書
）
に
拠
り
な
が
ら
、

近
江
国
志
賀
郡
に
創
建
さ
れ
た
崇
福
寺
の
三
重
塔
の
塔
本
に
安
置
し
た
尊
像
に

つ
い
て
「
奉
造
坐
四
方
佛
、
脇
侍
二
菩
薩
像
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
一
顧

す
べ
き
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。
す
な
わ
ち
崇
福
寺
塔
に
先
蹤
を
求
め
て
、
こ
れ
に
倣
っ

た
可
能
性
を
直
ち
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
先
蹤
を
わ

ざ
わ
ざ
前
代
に
求
め
る
よ
り
は
、当
代
の
興
福
寺
塔
や
元
興
寺
塔
に
お
け
る「
四

方
四
仏
」
を
安
置
す
る
事
例
に
倣
い
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
改
め
て
三
尊
を
抽
出
し

た
と
み
た
方
が
自
然
で
あ
り
、
そ
の
際
、
崇
福
寺
塔
あ
る
は
唐
代
の
磚
仏
の
よ

う
な
先
例
、
あ
る
い
は
、
上
述
の
地
蔵
院
の
も
と
三
尊
像
で
あ
っ
た
金
銅
仏
の

よ
う
な
同
時
代
の
作
例
の
存
在
が
、
仏
菩
薩
か
ら
な
る
三
尊
構
成
で
あ
ら
わ
す

こ
と
の
採
用
を
後
押
し
し
た
よ
う
に
も
考
え
る
。
た
だ
し
当
代
に
あ
っ
て
塔
本

に
「
四
方
浄
土
変
」
を
あ
ら
わ
す
場
合
、
群
像
表
現
を
も
っ
て
す
る
と
い
う
本

来
の
あ
り
よ
う
か
ら
み
れ
ば
、
い
さ
さ
か
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
例
で
あ
っ
た
感

は
否
め
な
い
。
や
は
り
三
尊
構
成
と
い
う
単
位
で
の
選
定
と
な
っ
た
の
は
塔
そ

の
も
の
の
規
模
や
四
面
の
各
ス
ペ
ー
ス
に
起
因
す
る
と
み
た
方
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
、
そ
れ
で
も
な
お
最
小
限
の
三
尊
構
成
は
守
ら
れ
て
い
た
と
み
る

べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
奈
良
時
代
の
寺
塔
の
塔
本
に
何
が
安
置
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
西
大
寺
創
建
時
の
東
西
両
塔
に
目
を
転
じ
て
み
る

と
き
、
そ
の
着
工
は
、
後
述
の
通
り
西
大
寺
建
立
の
発
願
主
で
あ
っ
た
称
徳
天

皇
の
在
世
中
に
遡
る
も
の
の
、
同
天
皇
が
崩
御
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
規
格
・
規

模
は
八
角
七
重
塔
か
ら
四
角
五
重
塔
へ
と
変
更
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら

変
更
後
に
あ
っ
て
も
両
塔
の
丈
高
は
十
五
丈
あ
り（

（3
（

、
現
存
の
法
隆
寺
五
重
塔
あ

る
い
は
薬
師
寺
東
塔
（
三
重
塔
）
が
十
二
丈
級
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば（

（3
（

、
な

お
も
巨
塔
と
し
て
威
容
を
示
す
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
う
と
み
る
と
き
西
大

寺
に
伝
来
し
た
四
仏
像
が
、
両
塔
の
い
ず
れ
か
に
安
置
さ
れ
、
一
具
同
時
期
の

造
像
で
あ
っ
た
と
す
る
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
が
四
方
浄
土
変
に
由
来

し
つ
つ
も
、
塔
の
規
模
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
当
代
に
お
い
て
わ
が
国
で
は

前
例
の
な
い
各
方
一
尊
の
み
を
抽
出
し
て
の
安
置
に
留
ま
っ
て
い
た
と
す
る
こ

と
に
は
、
い
さ
さ
か
違
和
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い（

（3
（

。
あ
え
て
各
方
一
尊
に
限

定
し
た
こ
と
に
も
っ
と
積
極
的
な
意
味
が
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
る
の

で
あ
る
。

　

二
、
西
大
寺
「
塔
本
四
仏
」
へ
の
ま
な
ざ
し

こ
こ
で
西
大
寺
四
仏
像
を
め
ぐ
っ
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
点

を
書
き
出
し
て
お
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。　

① 

こ
れ
ら
四
軀
を
一
具
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

② 

造
立
の
時
期
を
創
建
時
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
隔
て
な
い
八
世
紀
末
と
み
る
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こ
と
が
で
き
る
か
。

③ 
伝
来
を
ど
こ
ま
で
文
献
上
に
お
い
て
追
跡
が
で
き
る
か
。

そ
し
て 
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
一
具
・
同
時
期
の
作
で
伝
承
通
り
「
塔
本
」

安
置
の
尊
像
と
み
な
し
得
る
と
き
、　

④ 

四
尊
で
の
安
置
と
そ
の
姿
か
た
ち
が
何
に
も
と
づ
き
、
そ
の
こ
と
に
ど

の
よ
う
な
意
義
を
見
出
し
得
る
か
。

概
ね
、
こ
の
四
点
に
集
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
順
で
論
を
進
め

て
み
た
い
。　

⑴
「
塔
本
四
仏
」
の
概
要
と
作
風

西
大
寺
四
仏
像
そ
の
も
の
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
査
に
も
と
づ
い
て
執
筆

さ
れ
た
町
田
甲
一
氏
の
解
説（

（4
（

、
な
ら
び
に
、
本
間
紀
男
氏
が
光
学
的
研
究
手
法

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
四
軀
の
構
造
・
技
法
に
つ
い
て
の
研
究（

（4
（

が
基
本
と
な
ろ
う
。

こ
こ
で
は
両
者
の
成
果
を
適
宜
、
参
照
し
な
が
ら
、
四
仏
像
の
形
状
と
保
存
状

況
を
確
認
し
つ
つ
、一
具
性
と
造
立
の
時
期
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

な
お
、
現
状
の
西
大
寺
四
仏
像
の
名
称
（
釈
迦
、
阿
弥
陀
、
宝
生
、
阿
閦
の
各

如
来
）
は
寺
家
の
伝
承
に
し
た
が
う
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
重
要
文
化
財
指
定

時
も
そ
れ
に
倣
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
前
掲
挿
図
１
）。
以
後
の
行
論
に
お
い
て

も
各
像
の
名
称
は
こ
れ
に
し
た
が
う
。

四
軀
は
と
も
に
正
面
を
向
き
、
左
脚
を
上
に
し
て
趺
坐
す
る
姿
と
し
、
そ
の

頭
部
は
、
肉
髻
・
地
髪
の
二
段
か
ら
な
り
、
螺
髪（

（4
（

を
あ
ら
わ
す
。
体
軀
に
は
大

衣
と
裙
を
纏
い
、
大
衣
は
褊
袒
右
肩
に
着
用
す
る
。
さ
ら
に
阿
弥
陀
と
さ
れ
る

像
の
み
、
右
肩
に
懸
か
る
衣
（
覆
肩
衣
）
を
着
け
、
他
の
三
軀
は
右
肩
先
に
お

い
て
大
衣
を
背
後
か
ら
浅
く
懸
け
る
。
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
両
脚
上
面
に
お
け

る
大
衣
の
処
理
（
あ
し
ら
い
）
に
あ
る
。
左
足
裏
は
い
ず
れ
も
膝
上
に
お
い
て

露
出
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
が
、
こ
と
に
釈
迦
お
よ
び
阿
閦
と
さ
れ
る
像
で
は
、

大
衣
が
足
裏
を
覆
い
隠
さ
な
い
よ
う
に
衣
縁
を
小
さ
く
折
り
返
す
と
と
も
に
右

膝
頭
に
懸
か
る
衣
角
を
小
さ
く
折
り
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
右
足
裏
も
し
く
は

そ
の
足
先
に
つ
い
て
宝
生
お
よ
び
阿
閦
と
さ
れ
る
像
で
は
、
そ
の
上
に
大
衣
の

左
袖
先
が
懸
か
り
な
が
ら
も
露
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
二
像
で

は
い
ず
れ
も
大
衣
の
左
袖
が
右
足
裏
の
上
面
を
覆
い
隠
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

阿
弥
陀
と
さ
れ
る
像
は
左
袖
の
衣
角
が
舌
状
と
な
っ
て
膝
頭
に
懸
か
っ
て
垂
れ

て
お
り
、
阿
閦
と
さ
れ
る
像
で
は
左
袖
内
の
衣
縁
が
横
た
え
た
左
脚
半
ば
に
お

い
て
舌
状
に
膝
前
に
垂
れ
懸
か
っ
て
い
る
。
各
像
に
見
る
こ
れ
ら
の
着
衣
の
あ

し
ら
い
方
の
相
異
は
、
四
軀
が
い
ず
れ
も
同
じ
金
色
相
の
如
来
坐
像
で
あ
り
、

両
脚
の
組
み
方
も
含
め
て
全
体
と
し
て
の
統
一
感
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
の
現
出
に
繋
が
っ
て
い
る
。
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手
勢
は
、
宝
生
と
さ
れ
る
像
の
み
両
手
を
胸
前
に
構
え
る
の
に
対
し
て
、
残

り
の
三
像
は
い
ず
れ
も
両
腕
を
屈
臂
し
て
右
手
は
胸
前
で
構
え
、
左
手
は
膝
上

に
配
し
て
、
い
わ
ゆ
る
施
無
畏
・
与
願
風
の
手
勢
を
基
本
と
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
両
手
首
以
下
は
四
像
と
も
に
別
材
矧
ぎ
付
け
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
宝
生
と
さ
れ
る
像
の
胸
前
で
構
え
る
両
手
先
（
左
右
と
も

に
第
一
・
四
指
を
捻
じ
余
指
を
伸
ば
す
）
は
当
初
の
造
形
と
み
な
さ
れ
る（

（4
（

。
Ｘ

線
透
過
画
像
に
よ
る
と
、
両
手
首
以
下
を
各
一
木
彫
出
し
、
矧
ぎ
付
け
に
際
し

て
掌
よ
り
手
首
の
断
面
に
向
け
て
打
ち
込
ん
だ
当
初
の
金
属
製
の
釘
（
鉄
釘
と

み
ら
れ
る
）
が
各
一
確
認
で
き
る（

（4
（

。

阿
閦
と
さ
れ
る
像
は
、
町
田
甲
一
氏
の
解
説
で
は
右
手
首
か
ら
先
、
左
指
先

は
す
べ
て
後
補
と
判
断
さ
れ
た
が（

（4
（

、
Ｘ
線
透
過
画
像
に
も
と
づ
く
な
ら
ば
、
左

手
は
第
一
指
に
、
右
手
〔
挿
図
４
〕
は
第
四
指
を
除
く
す
べ
て
の
指
に
そ
れ
ぞ

れ
金
属
芯
の
残
欠
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
両
手
の
掌
は
当
初
の
造
形
を

留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う（

（4
（

。
あ
わ
せ
て
、
こ
の
金
属
芯
の
存
在
か
ら

当
初
の
指
先
は
乾
漆
を
盛
り
つ
け
て
成
形
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

釈
迦
と
さ
れ
る
像
の
左
手
首
先
に
つ
い
て
も
第
一
指
に
金
属
芯
の
残
欠
が
確

認
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
掌
は
当
初
の
造
形
を
留
め
る
も
の
と
み
な
さ
れ
よ
う（

（4
（

。

一
方
、
右
手
首
先
に
つ
い
て
各
指
に
は
金
属
芯
の
存
在
は
確
認
で
き
ず
、
か

ね
て
か
ら
指
摘（

（4
（

が
あ
る
よ
う
に
掌
を
含
ん
で
後
補
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

阿
弥
陀
と
さ
れ
る
像
の
両
手
首
先
は
、
Ｘ
線
透
過
画
像
に
お
い
て
、
い
ず
れ

の
指
先
に
も
金
属
芯
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
か
つ
、
手
首
へ
の
矧
ぎ
付
け

に
は
洋
釘
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（4
（

。先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
通
り
、

左
右
の
手
首
よ
り
先
は
す
べ
て
後
補
と
み
な
し
得
る（
（5
（

。

像
の
木
取
り
は
、
四
軀
と
も
に
木
芯
を
ほ
ぼ
中
央
に
籠
め
た
針
葉
樹
と
み
ら

れ
る
縦
木
一
材（

（5
（

を
も
っ
て
頭
体
の
軀
幹
部
な
ら
び
に
両
臂
と
両
脚
の
す
べ
て
を

含
め
て
彫
出
し
て
い
る
。
後
頭
部
と
体
軀
背
面
で
各
々
縦
長
の
窓
を
穿
ち
、
そ

こ
か
ら
内
刳
り
を
施
し
、
像
内
に
お
い
て
頭
体
の
内
刳
り
は
貫
通
さ
せ
て
膝
裏

に
及
ん
で
像
地
付
き
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
内
刳
り
の
開
口
部
に
は
後
頭
部
、

背
面
、
像
底
に
各
々
別
製
の
蓋
板
を
当
て
る
。
町
田
甲
一
氏
の
解
説
で
は
像
底

面
の
蓋
板
は
い
ず
れ
も
後
補
と
判
断
さ
れ
て
い
た
が（

（5
（

、
本
間
紀
男
氏
が
提
示
し

た
Ｘ
線
透
過
画
像
に
拠
っ
て
み
る
と
、
釈
迦
と
さ
れ
る
像
に
つ
い
て
は
当
該
箇

所
の
画
像
そ
の
も
の
が
無
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
残
り
の
三
軀
に
つ
い
て
は

像
地
付
き
周
縁
に
打
ち
ま
わ
し
た
洋
釘
に
混
じ
っ
て
古
釘
の
影
が
複
数
確
認
で

き
る
。
そ
れ
ら
の
底
板
材
は
当
初
に
遡
る
と
見
た
ほ
う
が
適
切
か
も
知
れ
な

い（
（5
（

。な
お
、
像
の
木
取
り
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
も
本
間
紀
男
氏
が

Ｘ
線
透
過
画
像
の
解
析
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
阿
閦
と
さ
れ
る
像
の

み
、両
耳
を
含
む
面
部
か
ら
三
道
下
に
及
ん
で
別
材
（
縦
木
一
材
製
）
を
も
っ

て
彫
出
し
、
頭
体
の
軀
幹
部
材
に
矧
ぎ
付
け
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
際
、
三

道
下
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
じ
材
幅
で
マ
チ
材
（
横
木
一
材
製
）
を
挟
ん
で
い
る（

（5
（

。

こ
の
面
部
を
別
材
矧
ぎ
付
け
と
す
る
こ
と
は
頭
体
の
軀
幹
部
材
の
当
該
箇
所
に

あ
っ
た
節
も
し
く
は
ウ
ロ
（
樹
洞
）
を
避
け
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
よ
う
に

私
考
す
る
が
、
同
じ
よ
う
な
手
法
は
奈
良
・
法
華
寺
維
摩
居
士
像
に
も
認
め
ら

れ
る
技
法（

（5
（

で
あ
る
。
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像
表
面
の
成
形
に
は
一
部
、
乾
漆
の
併
用
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
四
軀

の
う
ち
、
阿
閦
と
さ
れ
る
像
は
面
部
に
及
ん
で
充
填
と
モ
デ
リ
ン
グ
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
様
は
面
部
を
別
材
矧
付
と
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
三
像
の
面
部
に
は
乾
漆
の
併
用
が
ほ
と
ん

ど
認
め
難
い
。
体
軀
に
お
い
て
は
四
軀
い
ず
れ
も
補
助
的
に
乾
漆
の
併
用
が
認

め
ら
れ
る（

（5
（

。

そ
れ
ぞ
れ
の
法
量
に
着
目
し
て
み
る
と
き
、
像
高
（
坐
高
）
は
釈
迦
が

七
〇
・
八
㎝
、
阿
弥
陀
が
七
五
・
三
㎝
、
宝
生
が
七
五
・
〇
㎝
、
阿
閦
が
七
二
・
二

㎝
を
計
測
す
る（

（5
（

〔
表
１
〕。
本
間
紀
男
氏
は
、四
仏
の
像
高
に
つ
い
て
最
大
「
５

セ
ン
チ
の
差
が
果
た
し
て
一
具
の
群
像
と
し
て
許
容
範
囲
内
の
も
の
か
が
問
題

に
な
る
」
と
し
て
「
現
四
仏
は
二
組
の
四
仏
の
混
成
、
具
体
的
に
は
釈
迦
・
阿

閦
と
阿
弥
陀
・
宝
生
の
二
仏
ず
つ
の
組
み
合
わ
せ
」
か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ

た（
（5
（

。
し
か
し
論
者
は
、
そ
の
法
量
の
捉
え
方
に
お
い
て
見
解
を
異
に
す
る
。

確
か
に
像
高
に
ば
ら
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
像
高
の
相
異
だ
け
を
根

拠
に
そ
の
一
具
性
に
つ
い
て
許
容
の
範
囲
か
ら
外
れ
る
と
断
じ
て
し
ま
う
こ
と

に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
も
四
軀
が
「
塔
本
四
仏
」
で

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
各
像
は
塔
の
心
柱
を
背
に
壇
上
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

四
方
を
向
く
こ
と
と
な
り
、
一
列
に
四
軀
が
並
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
塑

像
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
東
大
寺
戒
壇
堂
の
四
天
王
像
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が

邪
鬼
を
踏
ま
え
て
動
勢
を
と
も
な
う
こ
と
を
割
り
引
い
て
も
、
四
軀
の
間
の
数

値
の
差
異
の
最
大
が
邪
鬼
を
含
め
た
全
高
で
一
三
・
三
㎝
、
像
高
で
九
・
四
セ
ン

チ
、
髪
際
高
で
八
・
一
㎝
と
な
る
も
の
の（

（5
（

、
そ
の
こ
と
を
根
拠
に
し
て
一
具
同

時
期
の
作
で
あ
る
こ
と
に
ま
で
疑
問
を
差
し
挟
む
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
西

大
寺
四
仏
像
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
―
顎
、
面
幅
、
耳
張
は
も
と
よ
り
、
面

相
に
お
け
る
内
眦
間
、
鼻
翼
幅
、
唇
長
、
こ
の
ほ
か
左
右
の
耳
の
長
に
お
い
て

も
、そ
れ
ぞ
れ
の
誤
差
は
最
大
で
も
一
㎝
を
越
え
て
は
い
な
い〔
前
掲
表
参
照
〕。

四
軀
そ
れ
ぞ
れ
の
用
材
の
木
取
り
や
像
内
の
内
刳
り
の
あ
り
よ
う
、
部
分
的
に

乾
漆
を
併
用
し
て
成
形
す
る
と
い
う
表
面
仕
上
げ
と
も
ど
も
基
本
的
に
あ
い
通

【表１】  西大寺「塔本四仏」像　法量一覧（単位は㎝）

 釈 迦 阿弥陀 宝 生 阿 閦 最大値と
最小値の差

像　高 70.8 75.3 75.0 72.2 4.5
髪際高 61.0 64.9 64.6 62.1 3.9
頂―顎 24.0 23.5 23.9 23.7 0.5
面　長 14.2 13.1 13.5 13.6 1.1
面　幅 14.1 14.1 14.0 13.9 0.2
耳　張 15.6 16.4 15.8 16.2 0.8
右耳長 12.3 12.5 12.4 12.0 0.5
左耳長 12.2 12.9 12.4 12.1 0.8
外眦間 10.3 11.3 11.3 11.5 1.2
内眦間 2.8 3.1 3.1 3.1 0.3
鼻翼幅 3.4 3.4 3.4 3.6 0.2
唇　長 3.3 3.3 3.3 3.7 0.4
胸　奥 19.0 20.8 21.0 20.2 2.0
肘　張 44.1 45.5 46.3 44.4 2.2
膝　張 55.7 57.9 58.5 57.6 2.8
台座高 現状 58.3 現状 57.2 現状 58.3 現状 57.6 1.1
総　高 現状 129.1 現状 132.5 現状 133.3 現状 129.8 4.2
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じ
て
お
り
、
次
に
述
べ
る
四
軀
の
作
風
の
共
通
性
と
相
ま
っ
て
同
時
期
に
一
具

で
造
立
さ
れ
た
こ
と
の
有
力
な
根
拠
と
な
り
得
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
四
仏
像
は
上
述
の
通
り
左
右
の
耳
の
長
の
数
値
に
お
い
て
僅
差
を
示
し

な
が
ら
も
、
耳
そ
の
も
の
の
か
た
ち
を
微
妙
に
違
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
仏
師
（
工
人
）
に
よ
る
製
作
と
工
房
の
存
在
を
示
唆
す
る
で
あ

ろ
う
。
創
建
時
の
西
大
寺
の
造
仏
は
造
東
大
寺
司
か
ら
分
立
し
て
称
徳
天
皇
の

御
願
造
営
を
担
っ
た
造
西
大
寺
司
の
管
轄
下
に
あ
り
、
称
徳
天
皇
崩
御
の
ち
も

宝
亀
末
年
頃
ま
で
造
西
大
寺
司
の
任
命
は
行
わ
れ
て
お
り
、
存
続
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る（

（6
（

。
こ
の
四
仏
像
も
そ
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
造
西
大
寺
仏
所
に
お

け
る
造
仏
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
作
風
は
、
阿
弥
陀
あ
る
い
は
宝
生
と
さ
れ
る
像
に
み
る
胸
部
の
厚

み
は
、
京
都
・
高
山
寺
薬
師
如
来
坐
像
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
そ
れ
で
も
阿

閦
あ
る
い
は
釈
迦
と
さ
れ
る
像
の
胸
部
か
ら
脚
部
に
か
け
て
は
充
実
し
た
肉
厚

感
を
示
し
て
お
り
（
挿
図
５
）、
四
軀
と
も
に
い
ず
れ
も
法
隆
寺
伝
法
堂
の
東

の
間
に
安
置
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
坐
像
よ
り
も
肉
身
の
抑
揚
を
と
も
な
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
面
部
に
お
い
て
乾
漆
を
補
助
的
に
用
い
て
モ
デ
リ
ン
グ
を
お
こ

な
っ
て
い
る
阿
閦
と
さ
れ
る
像
の
両
眼
の
見
開
き
は
、
法
隆
寺
伝
法
堂
東
の
間

の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
よ
り
も
大
き
く
、
眼
球
部
の
ふ
く
ら
み
も
丸
く
深
い
。
か

つ
、
頬
の
肉
づ
き
も
よ
い
。
こ
の
阿
閦
と
さ
れ
る
像
に
と
ど
ま
ら
ず
総
じ
て
四

軀
に
認
め
ら
れ
る
面
部
の
造
作
は
、
奈
良
・
聖
林
寺
十
一
面
観
音
像
の
面
相

表
現
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
よ
う
な
位
置
に
あ
る
よ
う
に
私
考
す
る
（
挿
図
６
）。
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あ
わ
せ
て
脚
部
の
衣
襞
の
あ
り
よ
う
も
、
伝
法
堂
東
の
間
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

が
左
右
の
両
脚
上
で
衣
襞
の
条
数
を
増
し
、
同
心
円
を
繰
り
返
す
こ
と
の
う
ち

に
装
飾
性
と
形
式
化
が
増
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
四
仏
で
は
脚
部
上
の
衣
襞

の
条
数
を
抑
え
つ
つ
、
各
像
そ
れ
ぞ
れ
に
表
現
を
違
え
て
相
互
に
類
型
化
し
な

い
配
慮
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
台
座
の
造
形
に
目
を
向
け
て
お
く
と
、
い
ず
れ
も
構
成
の
基
本
は
、

蓮
弁
を
魚
鱗
葺
に
あ
ら
わ
し
た
仰
蓮
・
壺
型
の
敷
茄
子
・
反
花
・
八
方
入
隅
の

丸
框
か
ら
な
る（

（6
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
仰
蓮
の
蓮
肉
部
と
壺
型
の
敷
茄
子
が
像
本

体
と
同
時
期
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
伝
世
の
過
程
で
像
本
体
と
台
座
の
組

み
合
わ
せ
に
入
れ
替
わ
り
が
生
じ
た
可
能
性
は
否
め
な
い（

（6
（

。
そ
の
こ
と
は
各
台

座
の
当
初
部
が
基
本
的
に
い
ず
れ
も
似
寄
り
の
造
形
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

も
あ
ろ
う
。

蓮
肉
は
、
い
ず
れ
も
上
面
に
薄
く
乾
漆
を
盛
っ
て
成
形
す
る
と
と
も
に
蓮
実

を
あ
ら
し
て
い
る
。
加
え
て
蓮
肉
上
面
の
後
方
に
は
光
背（
四
軀
と
も
に
亡
失
）

を
立
て
た
と
み
ら
れ
る
枘
穴
が
残
っ
て
い
る
。

一
方
、
壺
形
の
敷
茄
子
（
挿
図
７
）
は
、
い
ず
れ
も
四
方
に
お
い
て
楕
円
状

の
格
狭
間
を
浅
く
あ
ら
わ
す
。こ
の
う
ち
阿
閦
と
宝
生
と
さ
れ
る
像
の
そ
れ
は
、

周
縁
の
左
右
や
や
下
寄
り
で
小
さ
く
内
区
に
向
け
て
突
起
（
入
隅
）
を
つ
く
り
、

内
区
に
は
屈
輪
文
の
天
地
を
逆
に
し
た
よ
う
な
概
形
の
宝
相
華
（
左
右
か
ら
内

に
向
け
て
の
対
葉
状
の
巻
き
込
み
部
の
下
方
に
間
弁
を
覗
か
せ
る
）
を
大
き
く

あ
ら
わ
し
て
、
周
縁
に
子
弁
を
と
も
な
う
蓮
弁
を
列
弁
風
に
巡
ら
せ
て
い
る
。

釈
迦
と
阿
弥
陀
と
さ
れ
る
像
の
そ
れ
で
は
上
方
を
三
頭
形
（
中
央
分
の
み
幅
広

に
つ
く
っ
て
上
端
を
尖
ら
せ
る
）
と
す
る
と
と
も
に
、
内
区
の
中
央
に
菊
座
風

団
花
文
（
小
円
の
周
囲
を
紐
一
条
も
し
く
は
二
条
を
も
っ
て
括
り
、
そ
の
外
周

に
列
弁
を
巡
ら
せ
る
）
を
や
や
小
ぶ
り
に
あ
ら
わ
し
、
そ
の
上
下
左
右
の
各
方

に
お
い
て
葉
状
に
拡
が
る
宝
相
華
を
配
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
乾
漆

を
薄
く
盛
り
上
げ
て
成
形
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
壺
型
の
敷
茄
子
は

法
隆
寺
西
円
堂
の
薬
師
如
来
坐
像
や
上
述
の
同
寺
伝
法
堂
東
の
間
の
阿
弥
陀
如

来
坐
像
で
は
六
方
に
お
い
て
格
狭
間
を
あ
ら
わ
す
こ
と
を
思
え
ば
、
い
さ
さ
か

様
相
を
違
え
る
。
む
し
ろ
大
阪
・
葛
井
寺
千
手
観
音
菩
薩
坐
像
（
像
本
体
は
脱

活
乾
漆
造
）
の
台
座
敷
茄
子
（
現
状
、
瓶
型
の
口
と
高
台
部
を
切
り
詰
め
る
）

の
造
形
に
見
る
、
四
方
に
格
狭
間
を
設
け
、
内
区
に
宝
相
華
文
を
あ
ら
わ
す
点

に
お
い
て
類
す
る
で
あ
ろ
う
。　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
四
仏
像
の
造
形
は
、
台
座
の
当
初
部
と
も
ど
も
、

な
お
も
奈
良
時
代
後
期
の
作
例
に
通
じ
る
造
形
を
現
出
し
て
い
る
と
み
て
よ
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い
。
そ
の
こ
と
は
近
年
の
展
観
図
録
や
美
術
全
集
等
の
解
説
類
の
大
勢
に
お
い

て
四
仏
像
を
奈
良
時
代
後
期
の
作
と
認
識
さ
れ
る
こ
と（

（6
（

と
乖
離
す
る
も
の
で
は

な
い
。
西
大
寺
四
仏
像
は
、
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
に
勘
録
を
み
た
『
西
大

寺
資
財
流
記
帳
』
以
後
の
、八
世
紀
末
の
造
像
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

⑵ 

伝
来

西
大
寺
四
仏
像
は
「
塔
本
四
仏
」
と
伝
わ
る
。
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
叡
尊
の
『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
（
以
下
、
感
身
学
正
記
）』
弘
安

六
年
（
一
二
八
三
）
条
に
見
え
る
二
月
十
七
日
の
「
御
塔
四
佛
修
補
供
養（

（6
（

」
が

当
該
四
仏
像
の
こ
と
を
指
す
と
解
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
、
そ
こ
に
言
及
の
あ
る

「
御
塔
」
が
東
塔
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
町
田
甲
一
氏
の
解
説
に
お
い

て
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る（

（6
（

。
た
だ
し
、
町
田
氏
の
解
説
で
は
、
収
載
書
冒
頭

の
太
田
博
太
郎
氏
の
「
西
大
寺
の
歴
史（

（6
（

」
と
の
内
容
の
重
複
を
避
け
る
べ
く
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、伝
来
に
関
し
て
は
簡
潔
な
記
述
に
留
ま
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
そ
れ
ら
の
検
証
を
兼
ね
て
改
め
て
東
西
両
塔
の
関
係
史
料

に
及
ん
で
そ
の
消
長
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、か
の
「
塔
本
四
仏
」
が
「
東
塔
」

伝
来
の
尊
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
定
し
て
み
た
い
〔
別
掲
の
年
表
参
照
〕。

ち
な
み
に
、『
感
身
学
正
記
』
で
は
当
該
記
事
を
除
く
と
「
四
佛
」
に
言
及

し
た
箇
所
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、『
感
身
学
正
記
』
に
は
「
四

佛
」
を
安
置
し
て
い
た
「
御
塔
」
そ
の
も
の
へ
の
言
及
は
い
く
つ
か
確
認
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
八
月
、
三
十
八
歳
で
西
大
寺
へ
の

帰
寺
を
果
た
し
た
叡
尊
は
、
翌
、
延
応
元
年
正
月
一
日
に
は
「
御
塔
」
に
お
い

て
七
日
間
の
「
三
時
秘
法
」
を
始
め
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
に
所
労
で
交

代
す
る
ま
で
の
三
十
二
年
間
に
及
ん
で
自
ら
勤
修
し
た
と
い
う（

（6
（

。
上
述
の
「
御

塔
四
佛
」の
存
在
を
思
え
ば
、修
法
の
本
尊
と
な
っ
た
の
は
塔
内
安
置
の「
四
佛
」

で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
そ
の
間
の
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
の
夏
頃
に

は
「
塔
巽
角
」
に
仮
屋
を
作
っ
て
新
造
の
文
殊
菩
薩
像
の
本
体
、
な
ら
び
に
附

属
の
光
背
と
台
座
を
安
置
し
て
お
り
、
ま
た
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
正
月

二
十
六
日
に
は
北
条
実
時
寄
進
の
宋
版
一
切
経
を
四
王
堂
か
ら
塔
内
へ
と
会
衆

に
よ
っ
て
運
び
入
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（6
（

。
こ
れ
ら
は
西
大
寺
五
重
塔
が
叡
尊

在
世
時
、
健
常
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
修
法
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に

は
什
物
の
納
置
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
と
に
弘
長
二

年
の
記
事
か
ら
五
重
塔
が
「
寶
塔
院
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な

る（
（6
（

。
ま
た
、
康
元
元
年
に
新
造
さ
れ
た
文
殊
菩
薩
像
の
た
め
の
仮
屋
設
置
の
記

事
か
ら
、
塔
周
辺
の
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
の
一
端
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
そ
れ
は

仏
事
儀
礼
に
も
及
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る（

（7
（

。

こ
こ
で
、
こ
の
西
大
寺
塔
の
叡
尊
入
寺
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
年
次
を

遡
る
か
た
ち
で
確
認
し
て
お
く
と
、『
法
隆
寺
別
当
次
第
』
に
は
建
保
六
年

（
一
二
一
八
）
の
西
大
寺
塔
で
の
千
僧
供
養
に
言
及
が
あ
り（

（7
（

、
当
時
に
お
い
て

も
塔
そ
の
も
の
は
供
養
の
場
と
し
て
耐
え
得
る
状
態
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
遡
っ
て
『
興
福
寺
別
当
次
第
』
権
別
当
法
印
覚
珍
の
項
に
「
仁
平
三
年

（
一
一
五
三
）
五
月
十
四
日
、
補
権
律
師
」
と
あ
る
こ
と
の
割
書
き
に
「
依
西

大
寺
塔
修
造
幷
三
會
労
」
と
あ
り（

（7
（

、
西
大
寺
塔
の
修
造
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。　
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天
平
神
護
元
年�

（
７
６
５
）

神
護
景
雲
四
年�

（
７
７
０
）

同　
　
　

四
年�

（
７
７
０
）

同　
　
　

四
年�

（
７
７
０
）

宝
亀　

二
年  �

（
７
７
１
）

同　
　

三
年  �
（
７
７
２
）

同　
　

三
年�
（
７
７
２
）

同　
　

三
年�
（
７
７
２
）

同　
　

四
年�

（
７
７
３
）

同　
　

七
年 �

（
７
７
６
）

同　
　

九
年�

（
７
７
８
）

同　
　

九
年�

（
７
７
８
）

同　

十
一
年 �

（
７
８
０
）

承
和
十
三
年�

（
８
４
６
）

延
長　

五
年�

（
９
２
７
）

同　
　

六
年�

（
９
２
８
）

応
和　

二
年�

（
９
６
２
）

寛
弘　

八
年�

（
１
０
１
１
）

永
承　

三
年�

（
１
０
４
８
）

嘉
承　

元
年�

（
１
１
０
６
）

保
延　

四
年�

（
１
１
３
８
）

同　
　

六
年�

（
１
１
４
０
）

元
永　

元
年�

（
１
１
１
８
）

仁
平　

三
年�

（
１
１
５
３
）

建
永　

元
年�

（
１
２
０
６
）

建
保　

六
年�

（
１
２
１
８
）

嘉
禎　

元
年�

（
１
２
３
５
）

暦
仁　

元
年�

（
１
２
３
８
）

延
応　

元
年�

（
１
２
３
９
）

康
元　

元
年�

（
１
２
５
６
）

弘
長　

二
年�

（
１
２
６
２
）

弘
安　

六
年�

（
１
２
８
３
）

正
応　

三
年�

（
１
２
９
０
）

正
安　

四
年�

（
１
３
０
２
）

貞
和　

三
年�

（
１
３
４
７
）

延
文　

八
年�

（
１
３
５
８
）

　
　

室
町
時
代
末
期
頃

文
亀　

二
年�

（
１
５
０
２
）

元
禄
十
一
年�

（
１
６
９
８
）

寛
政　

三
年�

（
１
７
９
１
）

二
月
二
八
日

二
月
二
三
日

八
月　

四
日

八
月
二
一
日

二
月
二
二
日

四
月　

七
日

四
月
二
九
日

一
一
月　

一
日

五
月　

一
九
日

七
月
一
九
日

二
月
二
三
日

八
月
二
〇
日

一
二
月
二
九
日

一
二
月
一
一
日

一
〇
月　

某
日

七
月
一
一
日

八
月
三
〇
日

三
月
二
〇
日

閏
正
月
二
〇
日

―
月　

―
日

一
二
月
二
九
日

―
月　

―
日

四
月
二
八
日

五
月
一
四
日

五
月
二
九
日

一
二
月　

六
日

正
月
十
六
日

八
月　

五
日

正
月　

一
日

夏
頃　

正
月
二
六
日

二
月
一
七
日

八
月
二
七
日

―
月　

―
日

八
月　

三
日

三
月　

三
日

五
月　

七
日

八
月　

某
日

―
月　

―
日

佐
伯
今
毛
人
を
造
西
大
寺
司
長
官
に
、
大
伴
伯
麻
呂
を
同
次
官
（
兼
任
）
に
補
任
す
る
（『
続
日
本
紀
』）

東
塔
の
心
礎
を
棄
却
・
破
砕
す
る
（『
続
日
本
紀
』）

称
徳
天
皇 

崩
御
（『
続
日
本
紀
』）

道
鏡
を
造
下
野
国
薬
師
寺
別
当
に
補
任
し
赴
任
さ
せ
る
（『
続
日
本
紀
』）

左
大
臣 

藤
原
永
手
没
。
こ
れ
以
前
に
東
西
両
塔
の
規
格
と
規
模
を
変
更
す
る
（『
日
本
霊
異
記
』）

造
下
野
国
薬
師
寺
別
当 

道
鏡
没
す
（『
続
日
本
紀
』）

西
大
寺
西
塔
に
落
雷
す
る
（『
続
日
本
紀
』）

粟
田
公
足
を
造
西
大
寺
司
員
外
次
官
に
任
命
す
る
（『
続
日
本
紀
』）

津
連
秋
主
を
造
西
大
寺
司
次
官
に
任
命
す
る
（『
続
日
本
紀
』）

西
大
寺
西
塔
に
落
雷
す
る
（『
続
日
本
紀
』）

文
室
真
人
真
老
を
造
西
大
寺
司
次
官
に
任
命
す
る
（『
続
日
本
紀
』）

桑
原
公
床
を
造
西
大
寺
司
次
官
に
任
命
す
る
（『
続
日
本
紀
』）

勘
録
の
『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』
の
な
か
に
「
塔
二
基 

五
重 

各
高
十
五
丈
」
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
（『
同
』）

金
堂
（
薬
師
金
堂
か
）、
仏
像
と
と
も
に
焼
失
す
る
（『
続
日
本
後
紀
』『
三
会
定
一
記
』）

「
西
大
寺
五
層
塔
有
火
」
と
あ
り
（『
日
本
紀
略
』）

夜
中
の
落
雷
に
よ
り
「
西
大
寺
塔
有
火
、
一
基
蕩
盡
」
す
る
（『
扶
桑
略
紀
』）

大
風
雨
に
よ
り
食
堂
損
壊
す
る
（『
日
本
紀
略
』）

「
西
大
寺
塔
実
検
文
」
に
つ
い
て
奏
聞
す
る
（『
小
右
記
』）

鐘
楼
の
顛
倒
以
来
、
野
外
放
置
と
な
っ
て
い
た
梵
鐘
が
興
福
寺
に
持
ち
込
ま
れ
る
（『
造
興
福
寺
記
』）

金
堂
（
弥
勒
金
堂
と
み
ら
れ
る
）
の
倒
壊
に
よ
り
当
時
、
弥
勒
浄
土
之
相
は
食
堂
に
安
置
す
る
と
い
う
（『
七
大
寺
日
記
』）

済
円
、
四
王
堂
の
再
建
と
食
堂
の
修
造
の
功
に
よ
り
権
律
師
と
な
る
（『
三
会
定
一
記
』
大
治
五
年
条
、『
僧
綱
補
任
』）

大
江
通
親
、「
四
王
院
之
西
」
に
「
塔
一
基
」
あ
り
と
記
す
（『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』）

こ
の
頃
、
西
大
寺
は
す
で
に
「
大
破
」
に
及
ぶ
と
い
う
（『
中
右
記
』）

覚
珍
、「
西
大
寺
塔
」
の
修
造
と
三
会
の
功
労
に
よ
り
権
律
師
と
な
る
（『
興
福
寺
別
当
次
第
』）

忠
恵
、
東
大
門
の
造
営
功
を
覚
芸
に
譲
る
（『
三
長
記
』）

「
西
大
寺
塔
」
に
お
い
て
千
僧
供
養
あ
り
（『
法
隆
寺
別
当
次
第
』）

叡
尊
、
西
大
寺
に
入
寺
（『
感
身
学
正
記
』）

叡
尊
、
移
住
し
て
い
た
海
竜
王
寺
か
ら
、
改
め
て
西
大
寺
に
入
寺
す
る
（『
感
身
学
正
記
』）

叡
尊
、
こ
れ
よ
り
三
十
二
年
間
、
毎
年
「
御
塔
」
に
お
い
て
七
か
日
に
及
ぶ
三
時
秘
法
を
行
う
（『
感
身
学
正
記
』）

造
顕
の
な
っ
た
文
殊
菩
薩
の
像
本
体
・
光
背
・
台
座
を
「
塔
」
巽
角
の
仮
屋
に
安
置
す
る
（『
感
身
学
正
記
』）

叡
尊
、
会
衆
の
合
力
に
よ
り
北
条
実
時
寄
進
の
宋
版
一
切
経
を
塔
内
に
安
置
す
る
（『
感
身
学
正
記
』）

叡
尊
、
修
補
の
な
っ
た
「
御
塔
四
仏
」
を
供
養
す
る
（『
感
身
学
正
記
』）

叡
尊
の
葬
送
に
際
し
て
、「
塔
西
北
二
面
」
に
幕
を
張
る
（『
西
大
寺
興
正
菩
薩
御
入
滅
之
記
』）

境
内
に
五
重
塔
の
存
在
が
確
認
で
き
る
（「
西
大
寺
与
秋
篠
寺
堺
相
論
絵
図
」）

塔
修
理
供
養
（『
園
太
暦
』、
西
大
寺
本
『
大
黒
天
神
増
益
秘
決
』）

別
受
作
法
を
塔
内
に
お
い
て
挙
行
す
る
（「
西
大
寺
別
受
指
図
」）

「
西
大
寺
寺
中
曼
荼
羅
」
に
描
か
れ
た
五
重
塔
の
傍
に
「
四
仏
金
色
」
の
書
き
込
み
あ
り
（
同
図
）

兵
火
に
よ
り
諸
堂
と
と
も
に
五
重
塔
も
焼
失
す
る
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』『
宣
胤
卿
記
』）

東
塔
の
礎
石
上
に
相
輪
を
持
つ
宝
形
造
の
単
層
堂
宇
あ
り
（「
西
大
寺
古
伽
藍
敷
地
幷
現
在
堂
舎
坊
院
図
」）

東
塔
の
礎
石
上
に
相
輪
を
持
つ
宝
形
造
の
単
層
堂
宇
が
存
続
す
る
（『
大
和
名
所
図
会
』）

【
参
考
】
西
大
寺
東
西
両
塔 

関
係
年
表
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こ
の
「
修
造
」
以
前
の
十
二
世
紀
初
頭
に
お
け
る
西
大
寺
塔
の
状
況
に
つ
い

て
は
、『
中
右
記
』
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
四
月
二
十
八
日
条
に
お
い
て
西

大
寺
別
当
の
交
替
に
言
及
が
な
さ
れ
た
際
、
前
任
の
別
当
時
代
に
は
「
全
不
修

理
本
寺
。
已
及
大
破
也
。
天
下
衆
人
大
歎
合
事
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り（

（7
（

、
西
大

寺
塔
そ
の
も
の
に
は
言
及
は
な
い
が
、
少
な
か
ら
ず
塔
に
も
朽
損
・
不
具
合
は

及
ん
で
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、「
四
王
堂
」
と
「
食

堂
」
は
保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
頃
に
修
理
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る（
（7
（

。
そ
の
二
年
後
（
保
延
六
年
）
に
西
大
寺
を
訪
れ
た
大
江
通
親
の
手
記
に
拠

れ
ば
、
修
造
の
な
っ
た
そ
れ
ら
の
拝
堂
に
及
ん
だ
景
観
中
に
「
塔
一
基
」
が
四

王
院
の
西
に
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
こ
こ
に
当
時
、西
大
寺
に
お
け
る「
塔

一
基
」
の
存
在
と
と
も
に
、
そ
の
所
在
が
「
四
王
院
之
西
」
と
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
注
意
し
た
い
。
こ
の
「
塔
一
基
」
を
東
塔
・
西
塔
の
い
ず
れ
と
み
る
か

で
あ
る
。
十
二
世
紀
以
来
、
西
大
寺
に
存
在
し
て
い
た
塔
は
一
基
し
か
な
か
っ

た
訳
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
東
・
西
の
区
別
を
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
叡
尊
の
時
代
に
お
い
て
も
し
か
り
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
「
塔
一
基
」
の
素
性
を
探
る
た
め
に
も
東
西
両
塔
の
起
源

と
そ
の
消
長
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
も
と
よ
り
東
西
両
塔
は
い
ず
れ

も
創
建
期
に
遡
る
も
の
で
あ
り
、
薬
師
金
堂
の
前
庭
に
お
い
て
十
一
面
堂
と
、

四
王
堂
に
挟
ま
れ
る
か
た
ち
で
一
区
域
（
宝
塔
院（

（7
（

）
を
形
成
し
て
い
た
（
挿
図

８
）。
東
西
両
塔
は
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
勘
録
の
『
西
大
寺
資
財
流
記
帳

（
以
下
、
流
記
帳
）』
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
遡
っ
て
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲

四
年
（
七
七
〇
）
二
月
丙
辰
（
二
十
三
日
）
条
に
は
東
塔
に
据
え
ら
れ
た
心
礎

に
支
障
が
生
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
着
工
は
本
願
で
あ
っ
た
称
徳
天
皇

の
存
命
中
に
遡
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る（

（7
（

。
造
営
に
称
徳
天
皇
の
意
向
が
反
映
し

て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
そ
れ
は
わ
が
国
に
お
い
て

類
を
み
な
い
八
角
七
重
塔
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た（

（7
（

。

し
か
し
な
が
ら
神
護
景
雲
四
年
八
月
四
日
に
称
徳
天
皇
が
崩
御
す
る
と
、
西

大
寺
の
造
営
が
国
家
の
財
政
を
圧
迫
す
る
も
の
で
あ
る
と
あ
か
ら
さ
ま
な
非
難

が
噴
出
し
た
よ
う
で
あ
り
、『
続
日
本
紀
』
同
年
八
月
丙
午
（
十
七
日
）
条
に

は
「
太
師
（
津
田
註
＝
恵
美
押
勝
）
誅
せ
ら
れ
て
自
（
よ
）
り
、道
鏡
権
を
擅
（
ほ
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し
い
い
ま
ま
）
に
し
て
、
軽
（
か
ろ
）
し
く
力
役
を
興
（
こ
う
）
し
、
務
め
て

伽
藍
を
繕
（
つ
く
ろ
）
ふ
、
公
私
彫
喪
（
ち
ょ
う
そ
う
）
し
て
、
国
用
足
ら
ず

（
原
文
読
み
下
し
）」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（8
（

。
そ
こ
に
は
道
鏡
が
直
接
の
非
難
の
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
西
大
寺
の
伽
藍
は
も
と
よ
り
安
置
尊
像
に
及
ん
で
少
な
か

ら
ず
称
徳
天
皇
か
ら
厚
遇
さ
れ
た
道
鏡
の
構
想
・
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る（

（8
（

。
そ
の
道
鏡
も
称
徳
天
皇
崩
御
の
直
後
に
「
造
下
野
国
薬
師

寺
別
当
」に
補
任
さ
れ
任
国
へ
の
赴
任
と
い
う
名
目
で
左
遷
・
政
界
追
放
と
な
っ

た（
（8
（

。
西
大
寺
の
伽
藍
造
営
に
投
じ
ら
れ
て
い
た
国
費
も
縮
小
さ
れ
た
よ
う
で
あ

り
、
八
角
七
重
塔
か
ら
四
角
五
重
塔
へ
の
変
更
も
こ
れ
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
八
角
七
重
塔
か
ら
四
角
五
重
塔
の
変
更
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
現
報

善
悪
霊
異
記
（
い
わ
ゆ
る
日
本
霊
異
記
）』
下
巻
「
減
塔
階
仆
寺
幢
、
得
悪
報

縁 

第
卅
六
」
に
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り（
（8
（

、
そ
の
推
進
は
光
仁
朝
政
権
の
担

い
手
で
あ
っ
た
左
大
臣
・
藤
原
永
手
と
さ
て
い
る（

（8
（

。
し
た
が
っ
て
四
角
五
重
塔

へ
の
変
更
と
、
既
に
工
事
が
進
行
し
て
い
た
基
壇
に
及
ん
で
の
や
り
直
し
も
、

神
護
景
雲
四
年
（
宝
亀
元
年
）
八
月
の
称
徳
天
皇
の
崩
御
・
道
鏡
の
左
遷
以
降
、

藤
原
永
手
の
没
年
で
あ
る
翌
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
二
月
二
十
二
日
以
前
の

こ
と
に
な
る（

（8
（

。
こ
の
両
塔
の
規
模
変
更
は
東
西
塔
跡
の
基
壇
の
発
掘
成
果
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る（

（8
（

。

ち
な
み
に
、『
続
日
本
紀
』
の
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
四
月
己
卯
（
二
十
九

日
条
）の
条
と
同
七
年
七
月
甲
辰（
十
九
日
）の
条
に
は
西
塔
へ
の
落
雷
が
あ
っ

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お
り（

（8
（

、
わ
ざ
わ
ざ
西
塔
を
明
記
す
る
こ
と
の
う
ち
に
、

こ
れ
と
双
塔
を
な
し
た
東
塔
の
造
営
も
こ
の
頃
に
は
併
行
し
て
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
勘
録
の
『
流
記
帳
』「
堂

塔
房
舎
第
二
」
に
は
「
塔
二
基
五
重　
　

各
十
五
丈

」
と
記
さ
れ
て
お
り（
（8
（

、
両
塔
は
こ
れ
以
前

の
完
成
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、『
流
記
帳
』
の
「
仏
菩
薩
像
第
三
」
に
は
、
塔
二
基
の
内
に
安
置
さ

れ
た
仏
像
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
。『
流
記
帳
』
へ
の
書
き
上
げ
が
な
さ
れ

た
当
時
、
工
房
で
の
製
作
が
進
行
中
で
あ
り
、
塔
内
へ
の
安
置
に
は
至
ら
ず
、

『
流
記
帳
』
撰
上
を
さ
ほ
ど
隔
て
な
い
頃
に
四
仏
像
は
完
成
し
て
安
置
に
及
ん

だ
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
四
仏
像
の
作
風
か
ら
導
か
れ
る
造
像
年

代
が
お
お
よ
そ
八
世
紀
末
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
（
既
述
）
と
も
矛
盾
し
な
い
。

さ
て
、
建
立
の
成
っ
た
東
西
両
塔
の
そ
の
後
を
史
料
か
ら
追
跡
し
て
み
る
と

き
、
両
塔
に
直
接
言
及
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
一
顧
し
て
お
き
た
い
の
は
、

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
三
年
（
八
四
六
）
十
二
月
戊
寅
（
十
一
日
）
条
が
伝

え
る
「
火
焼
西
大
寺
、
講
堂
仏
像
一
時
與
煨
燼
共
盡
」
と
い
う
記
事
に
あ
る（

（8
（

。

こ
れ
が
記
録
に
あ
ら
わ
れ
た
西
大
寺
伽
藍
の
甚
大
な
罹
災
の
最
初
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
西
大
寺
に
は
講
堂
と
名
の
付
く
堂
舎
は
な
く
、『
三
会
定
一
記
』

承
和
十
三
年
の
項
に
「
十
二
月
十
四
日
、
西
大
寺
金
堂
焼
失（

（9
（

」
と
あ
る
こ
と
の

方
が
記
述
と
し
て
は
適
切
と
の
指
摘
が
あ
る（

（9
（

。そ
れ
が
弥
勒
金
堂
を
指
す
の
か
、

薬
師
金
堂
で
あ
っ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
か
を
焼
失
す
る
大
火

の
よ
う
で
あ
り（

（9
（

、
周
辺
の
堂
舎
に
も
少
な
か
ら
ず
被
害
は
及
ん
で
い
た
と
思
わ

れ
る
が
、
薬
師
金
堂
前
に
あ
っ
た
両
塔
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な

い
。東

西
両
塔
そ
の
も
の
の
罹
災
が
初
め
て
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、『
日
本
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紀
略
』
延
長
五
年
（
九
二
七
）
十
月
某
日
条
に
み
え
る
「
西
大
寺
五
層
塔
有
火
」

で
あ
り（

（9
（

、『
扶
桑
略
記
』
に
は
翌
、
延
長
六
年
七
月
十
一
日
の
条
に
「
夜
雷
震
、

西
大
寺
塔
有
火
、
一
基
蕩
盡
」
と
記
す（

（9
（

。
い
ず
れ
の
記
載
も
東
西
塔
の
別
は
不

明
で
あ
る
が
、後
者
の
記
事
か
ら
一
基
は
完
全
に
焼
失
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
記
述
の
う
ち
に
一
基
は
残
っ
た
と
い
う
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。こ
の
焼
失
し
た
塔
一
基
は
再
建
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
応
和
二
年
（
九
六
二
）
八
月
三
十
日
に
は
、
当
地
を
襲
っ
た
大
風
雨

で
西
大
寺
に
あ
っ
て
は
食
堂
一
宇
が
損
壊
し
た
こ
と
が
『
日
本
紀
略
』
に
伝
え

ら
れ
て
い
る（

（9
（

。
こ
の
時
の
他
の
堂
舎
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
破
損
等
の
被
害
は
少
な
か
ら
ず
他
の
堂
舎
に
も
及
ん
で
い
た
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
三
月
二
十

日
条
に
は
「
右
大
弁
持
来
西
大
寺
塔
実
栓

（
検
カ
）文

、
即
令
奏
聞
」
と
記
さ
れ
て
お

り（
（9
（

、
そ
れ
は
延
長
六
年
以
来
、
焼
け
残
っ
て
存
続
し
て
い
た
塔
一
基
の
現
状
検

分
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
十
一
世
紀
前
半
の
西
大
寺
の
荒
廃
ぶ
り
は

『
造
興
福
寺
記
』
に
、
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
閏
正
月
二
十
日
の
出
来
事
と

し
て
興
福
寺
の
「
寺
中
上
下
、
相
共
向
西
大
寺
、
為
令
曳
鐘
也
」
と
記
し
、
直

後
の
割
書
き
に
「
件
鐘
、
彼
寺
鐘
也
、
而
鐘
楼
顛
倒
也
、
顛
倒
之
後
、
捐
置
野

外
、
因
之
被
借
渡
也
」
と
あ
る
こ
と
や（

（9
（

、
四
王
堂
安
置
の
西
大
寺
根
本
仏
と
も

い
う
べ
き
銅
造
の
四
天
王
像
が
当
時
、
堂
宇
を
失
い
露
仏
の
状
態
に
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
こ
と（

（9
（

に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
四
王
堂
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
頃
に
再
建

が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
二
年
後
に
巡
拝
を
果
た
し
た
大
江
通
親
は
『
七
大
寺

巡
礼
私
記
』
の
な
か
で
、
四
王
堂
と
と
も
に
「
塔
一
基
」
に
つ
い
て
の
言
及
が

な
さ
れ
て
い
た
。
延
長
七
年
の
雷
火
の
た
め
に
塔
一
基
は
焼
失
し
て
再
建
さ
れ

る
機
会
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
焼
け
残
っ
た
塔
一
基
が
、
そ
の
ま
ま
十
二

世
紀
に
及
ん
で
存
続
し
、
大
江
通
親
の
手
記
に
お
い
て
「
四
王
堂
之
西
」
と
明

記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
塔
こ
そ
が
『
感
身
学
正

記
』
に
お
い
て
幾
度
か
言
及
の
あ
っ
た
「
御
塔
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ

に
安
置
さ
れ
て
き
た
「
四
佛
」
が
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
に
叡
尊
に
よ
っ
て

「
修
補
供
養
」
さ
れ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
「
四
佛
」
を
安
置
し

て
い
た
「
御
塔
」
が
、
東
塔
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
西
塔
の
こ
と
で
あ
っ
た

の
か
、
こ
こ
ま
で
史
料
を
眺
め
て
き
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ

の
こ
と
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
西
大
寺
に
蔵
さ
れ
る
「
寺
中
曼
荼
羅

図
」（
縦
一
八
一
・
〇
㎝
、
横
一
八
五
・
〇
㎝
、
室
町
時
代
）（
挿
図
９
）
に
お
い



－ 102 －

青山学院大学文学部紀要　第 67 号 　18

て
で
あ
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
五
重
塔
は
創
建
以
来
の
東
塔
の
位
置
に
描
か
れ

て
お
り
、
か
つ
、
塔
の
傍
ら
に
は
「
四
佛
金
色
」
を
添
え
書
き
し
て
い
る
。
こ

の
曼
荼
羅
図
で
は
、
寺
内
地
所
に
あ
っ
て
他
に
塔
の
存
在
は
確
認
で
き
ず
、
そ

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
「
四
佛
金
色
」
を
添
え
書
き
す
る
五

重
塔
こ
そ
『
感
身
学
正
記
』
に
言
及
の
あ
っ
た
「
四
佛
」
を
安
置
し
て
い
た
「
御

塔
」
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
の
曼
荼
羅
図
の
景
観
年
代
は
、
そ
の
中
に
食

堂
を
描
か
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
の
食
堂
焼
失

以
降
、
五
重
塔
も
含
め
て
西
大
寺
一
山
の
ほ
と
ん
ど
の
堂
舎
が
焼
失
し
た
文
亀

二
年
（
一
五
〇
二
）
の
兵
火
以
前
の
寺
域
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。
と

す
れ
ば
、
か
の
五
重
塔
こ
そ
は
、
奈
良
時
代
の
創
建
立
以
来
、
十
六
世
紀
初
頭

に
至
る
ま
で
度
重
な
る
厄
災
や
風
雪
に
耐
え
抜
い
て
位
置
を
違
え
る
こ
と
な
く

存
続
し
て
き
た
東
塔
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

挿図 10 西大寺境内図 部分（『大和名所図会』第三冊）
国立公文書館蔵

挿図 11- ⑴  西塔址出土 磚仏残欠と同描き起こし（『西大寺防災施
設工事・発掘調査報告書』より）

挿図 11-⑵  同  塑像台座（反花・丸框）３点 残欠描き起こし（『同上』
より）
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も
と
よ
り
、
叡
尊
入
滅
以
降
、
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
る
間
に
あ
っ
て
も
、
か

の
五
重
塔
の
存
在
は
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
の
「
西
大
寺
与
秋
篠
寺
堺
相
論

絵
図
」、延
文
八
年
（
一
三
五
八
）
三
月
三
日
に
行
わ
れ
た
別
受
作
法
の
「
指
図
」

に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
〔
年
表
参
照（

（10
（

〕。　
　

な
お
、
文
亀
二
年
の
兵
火
に
よ
る
西
大
寺
一
山
の
罹
災
か
ら
お
お
よ
そ

二
〇
〇
年
を
経
た
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
八
月
某
日
に
製
作
さ
れ
た
「
西

大
寺
古
伽
藍
敷
地
幷
現
在
堂
舎
坊
院
図
」（
東
京
大
学
文
学
部
蔵
）
に
は
、
五

重
塔
跡
地
の
基
壇
の
う
え
に
短
い
相
輪
を
と
も
な
っ
た
宝
形
造
の
単
層
堂
宇
の

存
在
が
確
認
で
き
る（

（10
（

。
わ
ざ
わ
ざ
東
塔
の
故
地
で
あ
る
そ
の
基
壇
上
に
堂
宇
が

建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
そ
れ
は
も
と
の
場
所
で
の
「
四
佛
金
色
」

像
の
安
置
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ

の
堂
宇
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
板
行
の
『
大
和
名
所
図
会
』
第
三
冊

に
描
か
れ
る
西
大
寺
境
内
図
に
お
い
て
も
視
認
で
き
る
（
挿
図
10
）。
た
だ
し
、

創
建
以
来
の
五
重
塔
の
規
矩
は
完
全
に
崩
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
再
建
後
に

あ
っ
て
は
も
と「
塔
本
四
仏
」と
い
う
語
り
が
四
仏
像
に
と
も
な
う
こ
と
に
な
っ

た
も
の
と
推
測
す
る
。

そ
う
と
み
る
と
き
、
こ
こ
に
延
長
六
年
（
九
二
八
）
の
焼
失
以
来
、
再
建
さ

れ
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
塔
は
西
塔
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
塔
本
に
何
を
安
置
し
た
か
は
遂
に
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
た
だ
し
西
塔
跡
地
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
磚
仏
一
点
な
ら
び
に
塑
像

と
み
ら
れ
る
土
製
品
の
台
座
（
反
花
と
丸
框
を
あ
ら
わ
す
）
残
片
三
点
の
出

土
報
告（

（10
（

が
な
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
11
）。
そ
れ
ら
は
量
的
に
は
少
な
い
も
の
の

塔
本
へ
の
塑
像
群
安
置
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
、
奈
良
時
代
の
寺

塔
の
塔
本
に
お
け
る
安
置
尊
像
が
専
ら
塑
像
群
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
（
既

述
）、
頷
け
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
東
塔
安
置
の
四
仏
像
が
い
ず
れ
も
乾

漆
を
一
部
併
用
す
る
本
格
木
彫
像
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
時
期

の
塔
本
に
お
け
る
安
置
尊
像
と
し
て
は
異
例
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
は
い

う
も
の
の
西
塔
の
塔
本
に
安
置
を
み
た
塑
像
群
が
ど
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
西
塔
よ
り
そ
の
一
部
が
も
た
ら

さ
れ
て
現
状
の
四
仏
像
を
構
成
し
て
い
た
と
み
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は（
（10
（

、
四
仏
像
が
創
建
以
来
の
東
塔
に
伝
来
し
た
こ
と
が
跡
づ
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
西
塔
跡
地
か
ら
の
出
土
遺
物
を
視
野
に
入
れ
る
と
き
懐
疑
的
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

　

三
、
西
大
寺
塔
本
四
仏
の
構
成
と
構
想

か
く
し
て
西
大
寺
四
仏
像
は
、
八
世
紀
末
に
一
具
と
し
て
造
立
さ
れ
、
い
ず

れ
も
創
建
時
の
東
塔
に
「
塔
本
四
仏
」
と
し
て
安
置
さ
れ
た
尊
像
で
あ
っ
た
と

判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
な
お
ざ
り
に
で
き
な
い
問
題
と
し
て

浮
上
し
て
く
る
の
は
、
四
仏
像
の
当
初
の
尊
名
と
こ
れ
を
塔
本
に
安
置
し
た
こ

と
の
意
義
に
あ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
西
大
寺
四
仏
像
は
寺
家
の
伝
承
と
は
別
に
、
釈

迦
・
弥
勒
・
阿
弥
陀
・
薬
師
の
各
如
来
坐
像
と
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
塔
本

に
お
け
る
四
方
浄
土
変
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
主
尊
を
抽
出
し
た
と
い
う
理
解
の
も



－ 104 －

青山学院大学文学部紀要　第 67 号 　20

と
、
先
例
を
興
福
寺
塔
に
求
め
て
の
こ
と
で
あ
る（

（10
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
奈
良
時

代
に
お
け
る
寺
塔
の
塔
本
に
ど
の
よ
う
な
尊
種
が
安
置
さ
れ
て
い
た
か
を
概
観

す
る
な
か
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
塔
本
に
「
四
方
浄
土
変
」
を
あ
ら
わ
し

た
興
福
寺
塔
は
も
と
よ
り
元
興
寺
塔
に
お
い
て
も
、
各
方
安
置
の
尊
像
は
群
像

で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
ら
の
寺
塔
と
さ
ほ
ど
規
模
に
お
い
て

変
わ
ら
な
い
十
五
丈
の
高
さ
を
有
し
た
西
大
寺
塔
の
塔
本
に
「
四
方
浄
土
変
」

各
方
の
主
尊
の
み
を
あ
え
て
抽
出
し
て
安
置
し
た
と
み
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
で
四
仏
像
の
東
塔
へ
の
安
置
構
想
を
探
る
た
め
に
も
い
ま
一
度
、
西
大

寺
の
伽
藍
の
成
り
立
ち
に
留
意
し
て
み
る
と
き
、
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）

四
月
二
十
三
日
に
称
徳
天
皇
の
御
幸
の
も
と
、
造
寺
官
人
の
授
位
褒
賞
が
な
さ

れ
て
お
り（

（10
（

、こ
の
時
を
も
っ
て
薬
師
金
堂
の
完
成
と
み
な
さ
れ
て
い
る（

（10
（

。
な
お
、

論
者
は
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
十
一
面
堂
な
ら
び
に
四
王
堂
も
薬

師
金
堂
の
完
成
と
同
時
、
も
し
く
は
こ
れ
を
さ
ほ
ど
隔
て
な
い
こ
ろ
に
完
成
し

た
と
み
て
い
る（

（10
（

。
そ
の
薬
師
金
堂
の
前
庭
に
屹
立
す
る
東
西
両
塔
の
造
営
は
、

称
徳
天
皇
の
在
世
中
に
遡
る
も
の
の
存
命
中
に
は
完
成
せ
ず
、
崩
御
の
直
後
に

は
、
構
想
を
な
し
た
道
鏡
を
退
け
て
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
八
角
七
重
塔
か
ら

四
角
五
重
塔
へ
と
規
模
と
企
画
が
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
の
両
塔

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
塔
院
（
宝
塔
院
）
の
区
画
が
薬
師
金
堂
と
十
一
面
堂
、

な
ら
び
に
四
王
堂
に
擁
さ
れ
る
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
思
う
と
き
、
東

西
両
塔
が
薬
師
金
堂
の
前
に
並
び
立
つ
と
い
う
伽
藍
全
体
の
構
想
自
体
は
変
更

に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
論
者
は
薬
師
金
堂
、
十
一
面
堂
、
四
王
堂
そ

れ
ぞ
れ
に
安
置
さ
れ
た
主
要
尊
が
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
所
説
に
も
と
づ
く
も
の

で
あ
り
、
か
つ
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
反
映
は
安
置
堂
宇
に
も
及
ん
で
、
薬
師

金
堂
に
は
「
仏
部
」
が
、
十
一
面
堂
に
は
「
観
音
部
」
が
、
四
王
堂
に
は
「
金

剛
部
」
が
構
想
さ
れ
て
、
こ
の
三
部
か
ら
成
り
立
つ
伽
藍
配
置
の
う
ち
に
『
陀

羅
尼
集
経
』
に
基
づ
く
密
教
の
パ
ン
テ
オ
ン
構
想
を
認
め
た（

（10
（

。
と
す
れ
ば
、
こ

れ
ら
三
つ
の
堂
宇
を
核
と
す
る
堂
院
に
擁
さ
れ
た
「
塔
院
（
宝
塔
院
）」
に
つ

い
て
も
、
や
は
り
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
反
映
は
及
ん
で
い
た
と
み
た
方
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

そ
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
一
〇
に
は
長
大
な
敬
礼
句（

（10
（

に
続
い
て
「
亦
應
禮
敬

東
方
阿
閦
如
来
、
南
方
寶
相
如
来
、
西
方
無
量
寿
仏
、
北
方
微
妙
聲
仏
」
と
説

か
れ
て
い
る（

（11
（

。
そ
こ
に
は
四
仏
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
か
た
ち
に
つ
い
て
は
具
体
的
に

説
か
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
と
関
わ
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
宝
生
と
さ

れ
る
如
来
坐
像
が
胸
前
で
構
え
る
両
手
指
先
ま
で
当
初
の
造
形
を
伝
え
て
、
と
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も
に
第
一
・
四
指
を
捻
じ
、
余
指
を
軽
く
伸
ば
す
印
相
に
あ
る
〔
挿
図
12
〕。
そ

れ
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
二
（『
阿
弥
陀
仏
大
思
惟
経
』）
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ

の
阿
弥
陀（
無
量
寿
）如
来
の
尊
容
を「
結
加
趺
坐
」と
規
定
す
る
と
と
も
に
、「
左

右
ノ
大
指
無
名
指
ノ
頭
各々
相
ヒ
捻
シ
、
以
二テ
右
ノ
大
指
ト
無
名
指
ノ
頭
一ヲ
、
壓
二ヘ
左

ノ
大
指
ト
無
名
指
ノ
頭
一ヲ
、
左
右
ノ
頭
指
中
指
小
指
ハ
開
キ
竪
テ
ヨ
（
返
り
点
等
筆
者
）」

と
説
く
「
阿
弥
陀
仏
説
法
印（

（11
（

」
と
合
致
す
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
、「
無
量
寿
仏
」

と
も
ど
も
名
前
の
あ
が
っ
た
「
阿
閦
」、「
宝
相
」、「
微
妙
聲
」
の
各
如
来
に
つ

い
て
は
『
陀
羅
尼
集
経
』、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
尊
名
に
言
及
の
あ
る
諸
経
典

に
も
具
体
的
な
姿
か
た
ち
を
見
出
し
難
い
が
、
そ
の
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
西
大

寺
四
仏
像
の
う
ち
、
三
軀
が
い
ず
れ
も
施
無
畏
・
与
願
の
手
勢
を
も
っ
て
通
仏

相
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
見
過
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ

れ
ら
の
西
大
寺
四
仏
像
の
象
形
の
う
ち
に
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
お
い
て
具
体
的

に
像
容
を
説
く
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
の
反
映
が
あ
っ
た
よ

う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
施
無
畏
・
与
願
風
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
三
軀

に
つ
い
て
、
阿
弥
陀
と
さ
れ
る
如
来
坐
像
の
み
が
覆
肩
衣
を
着
用
し
て
お
り
、

ま
た
、
阿
閦
と
さ
れ
る
像
は
左
膝
上
に
お
い
て
差
し
出
し
た
手
先
を
や
や
持
ち

上
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
同
じ
手
勢
を
な
す
他
の
像
と
の
差
異
化
を
は
か
る
意

識
が
あ
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
が
、
論
者
は
こ
れ
ら
三
軀
を
峻
別
で
き
る
だ
け
の

情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
。

も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
四
方
四
仏
の
造
像
は
西
大
寺
四
仏
像
を

も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
正
倉
院
文
書
『
続
修
』
四
十
三
巻
に
は
、

天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
二
月
二
十
五
日
付
で
報
告
が
挙
げ
ら
れ
た
「
造
東

大
寺
司
造
佛
注
文
」
の
な
か
に
、
東
大
寺
良
弁
が
関
与
し
て
造
像
に
着
手
し
た

「
四
方
五
佛
像
五
軀
居
高
各
四
尺
四
寸
」
に
言
及
が
あ
る（

（11
（

。
そ
こ
に
は
「
右
、
依
大
僧

都
法
師
良
弁
、
去
天
平
十
九
年
六
月
十
五
日
宣
、
奉
始
」
と
あ
り
、「
宣
」
を

明
記
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
は
天
平
十
九
年
（
七
三
〇
）
に
聖
武
天
皇
も
し

く
は
光
明
皇
后
の
要
請
に
も
と
づ
く
造
像
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。
足
立
康

氏
は
東
大
寺
が
『
金
光
明
経
』
を
教
学
に
も
と
づ
く
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
経
に
依
拠
し
た
造
顕
と
指
摘
し（

（11
（

、
四
方
四
仏
の
尊
名
に
つ
い
て
、
旧
訳
で
あ

る
曇
無
讖
訳
『
金
光
明
経
』
の
所
説
に
拠
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
東
方
「
阿
閦
」、

南
方
「
宝
相
」、
西
方
「
無
量
寿
」、
北
方
「
微
妙
聲
」
の
各
如
来（

（11
（

で
あ
り
、
新

訳
で
あ
る
義
浄
訳
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
所
説
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
一
部

尊
名
を
違
え
て
北
方
は
「
天
鼓
音
」
と
な
り（

（11
（

、あ
わ
せ
て
中
央
尊
に
は
「
釈
迦
」

を
想
定
さ
れ
た（

（11
（

。
こ
の
比
定
の
う
ち
、
旧
訳
に
拠
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
本
論
で

推
定
し
た
西
大
寺
四
仏
像
と
尊
名
が
同
一
と
な
る
。
こ
こ
で
旧
訳
の
『
金
光
明

経
』
と
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
当
該
箇
所
の
文
言
を
確
認
し
て
み
る
と
き
、「
是

灌
頂
章
句
」
で
は
じ
ま
る
長
大
な
礼
仏
句
か
ら
、
四
方
四
仏
の
尊
名
に
至
る
ま

で
の
文
言
が
一
言
一
句
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
く（

（11
（

。
両
経
の
成
立
時
期

を
思
え
ば
、
前
者
の
文
言
を
後
者
の
『
陀
羅
尼
集
経
』
が
取
り
込
ん
で
い
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る（

（11
（

。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
説
に
も
と
づ
き
造
顕
を
み
た
四

仏
の
象
形
が
同
一
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
西
大

寺
四
仏
像
に
つ
い
て
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
み
で
そ
の
具
象
化
に
対
応
で
き
て

い
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

西
大
寺
四
仏
像
は
、
中
心
尊
が
存
在
せ
ず
、
左
脚
上
の
「
降
魔
坐
」
と
な
る
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こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
一
見
す
る
と
密
教
性
は
阿
弥
陀
に
比
定
し
得
た
尊
像
の
手

印
に
留
ま
り
、
全
体
と
し
て
い
さ
さ
か
希
薄
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、そ
れ
ら
が
『
陀
羅
尼
集
経
』
に
も
と
づ
く
四
方
四
仏
の
造
形
で
あ
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
そ
れ
ら
は
密
教
造
像
の
範
疇
に
属
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う（

（11
（

。
そ
の
あ
り
よ
う
は
奈
良
時
代
の
寺
塔
に
あ
っ
て
塔
本
に
は

塑
像
に
よ
る
群
像
表
現
を
も
っ
て
経
典
が
説
く
と
こ
ろ
の
逸
話
の
再
現
、
も
し

く
は
四
方
浄
土
変
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
専
ら
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
西
大

寺
四
仏
像
は
そ
れ
ま
で
の
塔
本
造
像
の
伝
統
か
ら
の
転
換
を
は
か
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
平
安
時
代
以
降
に
あ
っ
て
塔
本
に
密
教
由
来
の
四
方
四
仏
を
安
置

す
る
と
い
う
密
教
塔
の
先
蹤
を
、
奈
良
時
代
に
遡
っ
て
な
し
得
て
い
た
こ
と
に

な
る（

（12
（

。
ま
さ
し
く
そ
の
点
に
こ
そ
西
大
寺
四
仏
像
の
造
立
意
義
を
見
出
し
得
る

よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る（

（12
（

。

　

註
（
１
）	　

毛
利
久
「
本
邦
上
代
塔
基
仏
像
の
研
究
」『
日
本
仏
教
彫
刻
史
の
研
究
』

法
蔵
館
、
一
九
七
〇
年
（
六
七
～
九
三
頁
）。
初
出
は
『
宝
雲
』
三
二
号
、

一
九
四
四
年
。

（
２
）	　
『
山
王
廃
寺
～
山
王
廃
寺
等
Ⅴ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
～
』
第
五
章
特

論 

第
一
節
「
山
王
廃
寺
出
土
の
塑
像
等
に
つ
い
て
（
Ⅲ 

当
初
の
安
置
空

間
、
Ⅳ 

塑
像
の
主
題
に
つ
い
て
（
と
も
に
松
田
誠
一
郎
執
筆
）」
前
橋
市

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
団
、
二
〇
〇
〇
年
（
三
〇
～
四
三
頁
）。

（
３
）	　

な
お
、
南
都
の
事
例
で
は
な
い
の
で
本
文
中
で
は
取
り
上
げ
て
は
い
な

い
が
、
法
隆
寺
塔
を
遡
っ
て
塔
本
に
お
い
て
山
岳
表
現
を
と
も
な
い
群
像

を
安
置
し
た
事
例
に
摂
津
四
天
王
寺
の
五
重
塔
が
あ
る
。
そ
こ
に
安
置
さ

れ
た
四
天
王
像
を
塔
建
立
時
の
計
画
に
最
初
か
ら
企
画
さ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
は
検
討
の
余
地
を
残
す
が
、『
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』
に
引
用
さ
れ

る
延
暦
二
十
二
年
（
八
〇
三
）
の
「
四
天
王
寺
資
財
帳
」
に
は
「
五
重
塔

一
基
」
の
割
書
き
に
「
内 

安
置
天
宮
一
具
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
『
日
本

書
紀
』
大
化
四
年
（
六
四
八
）
二
月
条
に
み
え
る
塔
内
の
「
造
霊
鷲
山
像
、

累
積
皷
為
之
」
に
相
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
の
霊
鷲
山
に

お
け
る
常
住
説
法
の
場
面
が
、
山
岳
表
現
を
と
も
な
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
仏
伝
に
出
典
を
求
め
得
る
で
あ
ろ
う
（
註
１
の
毛
利

久
前
掲
論
文
〈
同
前
掲
書
七
四
～
七
五
頁
〉）。

（
４
）	　
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
幷
流
記
資
財
帳
』
の
当
該
箇
所
の
表
記
は
「
維
摩

詰
像
土
」「
涅
槃
像
土
」「
分
舎
利
像
土
」「
弥
勒
像
土
」
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
像
土
」
に
つ
い
て
、
あ
た
か
も
「
浄
土
」
の
よ
う
な
意
味

合
い
で
理
解
す
る
先
行
研
究
が
散
見
す
る
が
、
こ
れ
は
註
１
の
毛
利
久
前

掲
論
文
（
前
掲
書
七
二
頁
）
に
お
い
て
「
像
」
と
「
土
」
の
間
に
読
点
「
、」

を
打
っ
て
「
土
」
を
塑
造
の
意
味
で
理
解
し
た
こ
と
の
方
が
適
切
で
あ
ろ

う
。

（
５
）	　

各
場
の
依
拠
経
典
に
つ
い
て
は
、町
田
甲
一
解
説
「
五
重
塔
塔
本
塑
像
」

『
奈
良
六
大
寺
大
観 

第
三
巻 

法
隆
寺
三
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
（
五

～
四
五
頁
）
に
ひ
と
ま
ず
し
た
が
っ
て
お
き
た
い
。
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（
６
）	　
『
扶
桑
略
記
』
天
平
二
年
三
月
二
十
九
日
の
項
に
「
始
建
薬
師
寺
東
塔
」

と
記
す
（『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
第
十
二
、八
九
頁
）。

（
７
）		
な
お
、
太
田
博
太
郎
『
南
都
七
大
寺
の
歴
史
と
年
表
』（
岩
波
書

店
、
一
九
七
九
年
、
一
一
四
頁
）
で
は
、『
扶
桑
略
記
』
天
平
二
年
三
月

二
十
九
日
の
記
事
を
史
実
と
認
め
た
う
え
で
「
舎
利
は
西
塔
の
心
礎
に
安

置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
西
塔
の
方
は
す
で
に
出
来
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
（
初
出
は
同
「
薬
師
寺
の
歴
史
」

『
奈
良
六
大
寺
大
観 

第
六
巻 
薬
師
寺
全
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、

一
〇
頁
上
段
）。

（
８
）	　

沢
村
仁
「
飛
鳥
・
天
平
時
代
の
塔
」『
薬
師
寺 

東
塔
（
奈
良
の
寺
10
）』

岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
（
一
四
頁
）。
工
藤
圭
章
「
唐
招
提
寺
の
創
建

と
伽
藍
計
画
」『
唐
招
提
寺 

金
堂
と
講
堂
（
奈
良
の
寺
18
）』
岩
波
書
店
、

一
九
七
四
年
（
一
二
頁
）。

（
９
）	　

註
８
の
沢
村
仁
前
掲
論
文
（
同
前
掲
書
一
四
頁
）。

（
10
）	　

藤
田
経
世
編
『
公
刊 

美
術
史
料
』
寺
院
篇
上
巻
、中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
七
二
年
（
五
九
頁
）。

（
11
）	　

註
10
に
同
じ
。

（
12
）	　

平
成
19
年
度
秋
季
特
別
展
『
並
び
立
つ
大
塔—

大
安
寺
塔
跡
の
発
掘

調
査
』
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
。

（
13
）	　

註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
（
八
九
頁
。
初
出
は
同
「
大
安
寺
の
歴
史
」

『
大
和
古
寺
大
観
』
第
三
巻
、
一
九
七
七
年
、
五
八
頁
上
段
）。

（
14
）	　
『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
二
巻
（
三
三
八
頁
）。

（
15
）	　

註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
（
八
四
頁
）
で
は
「
翌
神
護
景
雲
元
年
三

月
九
日
に
は
、
天
皇
の
行
幸
が
あ
り
、
造
寺
大
工
軽
間
連
鳥
麻
呂
叙
位
の

こ
と
が
あ
る
。
他
寺
の
例
か
ら
み
て
（
中
略
）
塔
院
の
竣
工
に
当
っ
て
の

行
幸
で
あ
ろ
う
」と
す
る（
註
12
の
前
掲『
大
和
古
寺
大
観
』五
六
頁
上
段
）。

（
16
）	　

註
10
の
前
掲
『
公
刊 

美
術
史
料
』
寺
院
篇
上
巻
（
四
三
頁
）。

（
17
）	　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
11—

六
七
二
ｃ
～
六
七
八
ｃ
。

（
18
）	

す
な
わ
ち
前
者
に
は
「
塔
基
勝
鬘
夫
人
ノ
出
家
躰
木
像
ア
リ
」、
後
者
に

は
「
西
塔
跡
礎
石
尚
存
」
と
記
す
（
註
10
の
前
掲
『
公
刊 

美
術
史
料
』
寺
院

篇
上
巻
二
六
、
四
四
頁
）。
な
お
後
者
に
関
し
て
、『
日
本
紀
略
』
天
暦
三

年
（
九
四
九
）
十
一
月
十
日
条
に
は
「
大
安
寺
西
塔
為
雷
火
焼
亡
」
と
あ

り
、
こ
れ
以
後
、
西
塔
は
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
19
）	　
『
奈
良
六
大
寺
大
観 

第
七
巻 

興
福
寺
一
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年

（
一
〇
五
頁
上
段
～
下
段
）。

（
20
）	　

註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
一
四
七
頁
（
初
出
は
同
「
興
福
寺
の
歴
史
」

註
18
の
前
掲
書
八
頁
下
段
）。

（
21
）	　

こ
の
「
坐
像
」
の
う
ち
に
「
倚
坐
」
の
可
能
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は

な
い
。

（
22
）	　
「
宝
字
記
」
と
、
直
後
に
そ
の
記
載
を
補
っ
た
「
延
暦
記
」
に
も
と
づ

い
て
興
福
寺
塔
の
塔
本
「
四
方
浄
土
変
」
を
構
成
し
た
尊
像
に
つ
い
て
書

き
出
し
て
お
く
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、（　

）
内
は
「
延
暦
記
」

に
お
け
る
補
足
記
載
を
示
す
。
そ
こ
に
は
三
尊
の
立
・
坐
の
別
を
記
さ

な
い
が
、
仏
坐
像
と
脇
侍
菩
薩
立
像
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
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が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
　

東
方
薬
師
浄
土
変
、
薬
師
一
軀
、
脇
侍
菩
薩
二
軀
、
羅
漢
二
軀
（
阿
難
、

舎
利
弗
像
）、
神
王
八
軀
。

　
　

南
方
釈
迦
佛
浄
土
変
、
釋
迦
佛
像
一
軀
、
脇
仕（

侍
）菩
薩
二
軀
、
羅
漢
像
六
軀
、

淨
飯
王
像
一
軀
従
者
八
口
、
摩
耶
夫
人
形
一
軀
従
女
七
人
、
八
部
神
像
、
神
王
像

二
口
、
金
剛
力
士
形
二
軀
（
金
剛
力
士
各
一
口
）、
國
王
形
三
人
（
二
口
）、

蝦
夷
形
一
人
（
毛
人
波
羅
門
人
形
一
人
）、
獅
子
形
二
頭
。

　
　

西
方
阿
彌
陀
浄
土
変
、
彌
陀
佛
像
一
軀
、
脇
侍
菩
薩
等
廿
二
（
脇
侍
二
菩

薩
、
仏
像
二
軀
、
音
樂
菩
薩
八
軀
、
持
化
佛
菩
薩
像
二
軀
、
花
座
菩
薩
八

軀
云
々
）、

　
　

北
方
彌
勒
浄
土
変
、
彌
勒
像
一
軀
、
菩
薩
六
口
（
脇
侍
菩
薩
像
二
軀
、
囲

繞
菩
薩
四
軀
云
々
）、
羅
漢
像
四
口
、
天
人
形
十
二
人
（
樂
天
形
十
人
、

合
掌
天
一
二
口
、
牢
度
跋
提
神
形
一
人
、
持
花
神
王
形
二
口
）、

（
23
）	　

註
１
の
毛
利
久
前
掲
論
文
（
同
前
掲
書
六
九
頁
）。

（
24
）	　

註
10
の
前
掲
『
公
刊 

美
術
史
料
』
寺
院
篇
上
巻
（
五
五
頁
）。

（
25
）	　

註
10
の
前
掲
『
公
刊 

美
術
史
料
』
寺
院
篇
上
巻
（
二
五
頁
）。

（
26
）	　

す
な
わ
ち
、
東
塔
は
「
三
月
三
日
建
立
」、
西
塔
は
「
潤
三
月
廿
三

日
建マ

マ

」
と
記
す
（
筒
井
英
俊
校
訂
『
東
大
寺
要
録
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
二
年
第
三
刷
、
一
〇
四
頁
）。
た
だ
し
「
潤
三
月
」
は
前
年
に
し

か
な
い
の
で
、西
塔
に
と
ど
ま
ら
ず
東
塔
に
つ
い
て
も
「
天
平
勝
宝
五
年
」

と
す
る
こ
と
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

（
27
）	　
「
搆
上
東
塔
露
盤
事
」（
註
26
の
前
掲
書
二
六
三
頁
）。

（
28
）	　

足
立
康「
東
大
寺
東
塔
の
落
成
年
代
」『
仏
教
美
術
』一
九
号
、一
九
三
三
年
。

註
６
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
一
九
七
頁
（
初
出
は
同
「
東
大
寺
の
歴
史
」『
奈

良
六
大
寺
大
観 

第
九
巻 

東
大
寺
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
一
〇

頁
下
段
）。

（
29
）	　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
三
（
二
四
四
～
二
五
五
頁
）。『
類
聚
三

代
格
』
巻
三
（『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
二
五
巻
、一
〇
七
～
一
〇
八
頁
）。

（
30
）	　

川
村
知
行
『
東
大
寺
Ⅰ 

古
代
（
日
本
の
古
寺
美
術
６
）』
保
育
社
、

一
九
八
六
年
（
九
四
～
九
五
頁
）。

（
31
）	　

註
26
の
前
掲
書
一
〇
四
頁
。

（
32
）	　

註
30
の
川
村
知
行
前
掲
書
（
九
四
～
九
五
頁
）。

（
33
）	　

川
勝
政
太
郎
「
奈
良
時
代
四
方
佛
石
の
一
遺
例
」『
大
和
文
華
』
三
〇

号
、
大
和
文
華
館
、
一
九
五
九
年
（
の
ち
『
史
迹
と
美
術
』
六
一
〇
号
、

一
九
九
〇
年
に
転
載
）。
同
論
文
に
拠
る
と
原
所
在
地
は
京
都
市
伏
見
区

竹
田
内
畑
町
の
竹
田
小
学
校
か
ら
南
東
方
に
あ
っ
た
旧
家
長
谷
川
氏
の
所

有
す
る
畑
に
仮
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
34
）	　

以
下
の
記
述
は
、
京
都
国
立
博
物
館
で
の
「
竹
田
四
方
仏
石
」
の
熟
覧

時
の
知
見
に
も
と
づ
く
（
二
〇
二
五
年
一
〇
月
三
一
日
実
施
）。

（
35
）	　

註
８
の
沢
村
仁
前
掲
論
文
（
同
前
掲
書
一
二
頁
）。

（
36
）	　
『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
巻
十
二
（
六
〇
頁
）。

（
37
）	　

宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
撰
上
の
『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』（『
奈
良
六

大
寺
大
観 

一
四
巻 

西
大
寺
全
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
一
二
七
頁
）

に
拠
る
。
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（
38
）	　

註
８
の
沢
村
仁
前
掲
論
文
（
同
前
掲
書
一
二
頁
）。

（
39
）	　

な
お
、『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
第
四
に
は
文
治
年
中
（
一
一
八
五
～

九
〇
）
再
建
の
橘
寺
三
重
塔
安
置
の
「
四
方
四
仏
」
に
つ
い
て
、
嘉
禎
年

中
（
一
二
三
五
～
三
八
）
に
豊
浦
寺
塔
（
塔
自
体
の
創
建
は
７
世
紀
初
め

頃
と
考
え
ら
れ
る
）
か
ら
移
さ
れ
た
と
す
る
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
112
、

三
五
七
頁
上
段
～
下
段
）。
こ
の
「
四
方
四
仏
」
が
豊
浦
寺
塔
の
創
建
と

同
時
期
と
み
な
し
得
る
か
に
つ
い
て
、
註
１
の
毛
利
久
前
掲
論
文
（
前
掲

書
六
九
頁
）
で
は
「
詳
ら
か
で
な
い
」
と
判
断
を
保
留
さ
れ
た
。
ひ
と
ま

ず
論
者
も
こ
の
見
解
に
従
っ
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に
、
冨
島
義
之
氏
は

塔
本
に
お
け
る
四
方
浄
土
変
由
来
の
四
方
四
仏
が
各
方
三
尊
も
し
く
は

一
尊
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
に
降
る
と
の
認
識
を

示
さ
れ
て
い
る
（
同
『
平
安
時
代
寺
院
建
築
に
お
け
る
密
教
空
間
の
形
態

と
そ
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
』（
博
士
学
位
申
請
論
文
、
一
九
九
八
年
、

三
〇
頁
下
段
～
三
三
頁
上
段
）。

（
40
）	　

町
田
甲
一
解
説
「
四
仏
坐
像
」（
註
37
の
前
掲
書
二
五
～
三
〇
頁
）。

（
41
）		

本
間
紀
男
『
Ｘ
線
に
よ
る
木
心
乾
漆
像
の
研
究
』
美
術
出
版
社
、

一
九
八
七
年
。
こ
の
ほ
か
本
論
を
構
築
し
て
ゆ
く
に
当
た
り
、
研
究
史
を

ま
と
め
た
小
林
裕
子「
塔
本
四
仏
」（『
西
大
寺—

美
術
史
研
究
の
あ
ゆ
み
』

大
橋
一
章
・
松
原
智
美
編
、
里
文
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
七
三
～
九
二
頁
）

か
ら
多
く
の
情
報
を
得
た
。

（
42
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説
（
註
37
の
前
掲
書
二
八
頁
上
段
）、
註
41

の
本
間
紀
男
前
掲
書
（
一
七
七
頁
）
に
よ
る
と
、
宝
生
と
さ
れ
る
像
で
は

当
初
の
乾
漆
製
の
螺
髪
が
十
個
程
度
、
残
存
し
て
い
る
由
で
あ
る
。

（
43
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説
（
註
37
の
前
掲
書
二
八
頁
上
段
）。

（
44
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書 

別
冊
（
二
〇
〇
～
二
〇
九
頁
）。

（
45
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説
（
註
37
の
前
掲
書
二
八
頁
上
段
）。

（
46
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書 

別
冊
（
一
六
六
～
一
七
五
頁
）。

（
47
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書 

別
冊
（
一
七
八
～
一
八
四
頁
）

（
48
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説
（
註
37
の
前
掲
書
二
七
頁
下
段
）
で
は
右

手
首
か
ら
先
と
左
手
の
各
指
先
を
後
補
と
み
て
い
る
。

（
49
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書 

別
冊
（
一
八
八
～
一
九
七
頁
）。

（
50
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説（
註
37
の
前
掲
書
二
七
頁
下
段
）で
は「
左

手
は
後
補
、
右
手
も
第
一
指
を
除
い
て
他
指
は
後
補
」
と
み
て
い
る
。

（
51
）		

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書
（
一
六
一
、一
六
八
、一
七
一
、一
七
五
頁
）

で
は
檜
材
も
し
く
は
榧
材
と
み
て
い
る
が
、
書
き
振
り
か
ら
後
者
を
有
力

視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
52
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説
（
註
37
の
前
掲
書
二
七
頁
下
段
）。

（
53
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書 

別
冊
（
一
六
六
～
一
七
五
頁
、
一
八
八
～

一
九
七
頁
、
二
〇
〇
～
二
〇
九
頁
）。
な
お
、
本
間
氏
は
阿
閦
・
釈
迦
と

さ
れ
る
像
の
底
板
が
嵌
め
込
み
式
と
な
る
の
に
対
し
て
、
宝
生
と
さ
れ
る

像
の
そ
れ
は
打
ち
付
け
の
仕
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
（
同
書
一
七
六
頁
）。

（
54
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書 

別
冊
（
一
六
六
～
一
六
九
頁
、
一
七
二
～

一
七
三
頁
）。



－ 110 －

青山学院大学文学部紀要　第 67 号 　26

（
55
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書 

別
冊
（
三
五
〇
～
三
五
七
頁
）。

（
56
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書 

別
冊
（
一
七
二
、一
八
二
、一
九
二
、二
〇
四

頁
）。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
体
軀
に
充
填
さ
れ
た
乾
漆
の
厚
み
は
異
な

る
。

（
57
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説
（
註
37
の
前
掲
書
三
〇
頁
上
段
～
下
段
）。

（
58
）	　

註
41
の
本
間
紀
男
前
掲
書
註
（
一
七
八
～
一
七
九
頁
）。

（
59
）	　

東
大
寺
戒
壇
堂
四
天
王
像
の
法
量
は
田
邉
三
郎
助
解
説
「
四
天
王
立

像 

戒
壇
堂
所
在
」『
奈
良
六
大
寺
大
観 

十
巻 

東
大
寺
二
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
八
年
（
四
八
頁
上
段
）
に
提
示
さ
れ
た
数
値
に
拠
っ
た
。
参
考
ま

で
に
西
大
寺
四
仏
像
と
比
較
対
象
に
な
り
得
る
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
列
記

し
て
み
る
と
表
２
の
通
り
（
な
お
、
髪
際
高
の
み
は
算
出
と
し
た
）。

（
60
）	　
「
西
大
寺
の
歴
史
と
仏
像
」（『
西
大
寺
防
災
施
設
工
事
・
発
掘
調
査
報

告
書
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
・
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
、
西
大
寺
、

一
九
九
〇
年
、
三
頁
）。
こ
こ
で
『
続
日
本
紀
』
に
拠
っ
て
、
八
角
七
重

塔
か
ら
四
角
五
重
塔
へ
の
規
模
変
更
後
の
東
西
両
塔
の
造
営
（
後
述
）
が

確
認
で
き
る
宝
亀
三
年
以
降
の
造
西
大
寺
司
の
任
免
に
つ
い
て
書
き
出
し

て
み
る
と
以
下
の
通
り
。

      　

宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
一
一
月
一
日	

従
五
位
上 

粟
田
朝
臣
公
足
、

		


員
外
次
官
に
任
命
。

　
　
　

同　

四
年
（
七
七
三
）
五
月
一
九
日	

従
四
位
下 

津
連
秋
主　

		


次
官
に
任
命
。

	
　

同　

九
年
（
七
七
八
）
二
月
二
三
日	

従
五
位
下 

文
室
真
人
真
老

		


次
官
に
任
命
。

	

　

同　
　

年
（
七
七
八
）
八
月
二
〇
日	

従
五
位
上 

桑
原
公
床　

		


次
官
に
任
命
。

【表２】東大寺戒壇堂四天王像　法量一覧（単位は㎝）
 持国天 増長天 広目天 多聞天 最大値と最小値の差

全　高 175.6 178.5 188.9 176.5 13.3
像　高 160.5 162.2 169.9 164.5 9.4
髪際高 兜際 144.3 144.8 152.4 146.1 8.1
頂―顎 31.4 35.7 34.7 35.4 4.3
面　長 兜際 15.2 18.3 17.2 17.0 3.1
面　幅 兜際 15.4 15.0 14.5 16.1 1.6
面　奥 22.5 22.4 21.3 21.1 1.4
耳　張 兜張 28.3 21.2 21.1 21.3 7.2
胸　奥 25.8 24.3 25.3 24.6 1.5
胸　幅 33.4 32.7 33.1 34.2 1.5
腹　奥 21.9 22.5 21.4 21.9 1.1
腹　幅 22.8 22.6 22.0 23.0 1.0
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（
61
）	　

現
状
、
釈
迦
と
さ
れ
る
像
の
み
反
花
が
二
段
、
丸
框
一
段
と
な
っ
て
い

る
。
残
り
の
三
軀
の
そ
れ
は
反
花
一
段
。
丸
框
二
段
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
い
ず
れ
も
後
補
で
あ
る
。

（
62
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説
（
註
37
の
前
掲
書
二
八
頁
上
段
）。

（
63
）	　

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
展
覧
会
図
録
、
美
術
全
集
類
に
お
い
て
、
西
大
寺

四
仏
像
の
造
立
年
代
を
奈
良
時
代
（
八
世
紀
後
半
）
と
の
認
識
を
示
し
た

も
の
を
列
記
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
清
水
眞
澄
「
塔
本
四
仏

像
」『
奈
良
の
古
寺
と
仏
像—
會
津
八
一
の
う
た
に
の
せ
て—

』
日
本

経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
〇
年
（
二
五
四
頁
）。
浅
井
和
春
「
奈
良
時
代
の

仏
像—

歴
史
や
教
学
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
」『
奈
良
時
代
Ⅱ
東
大
寺
・

正
倉
院
と
興
福
寺（
日
本
美
術
全
集
３
）』小
学
館
、二
〇
一
三
年（
一
八
六

頁
）。
佐
々
木
守
俊
解
説
「
四
仏
坐
像
」『
同
』
二
三
九
頁
。
米
屋
優
「
塔

本
四
仏
坐
像
」『
創
建
１
２
５
０
年
記
念 

奈
良
西
大
寺
展 

叡
尊
と
一
門

の
名
宝
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
七
年
（
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
）。

（
64
）	　
『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
史
料
集
成
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料 

第
二

冊
）』
一
九
五
六
年
（
五
三
頁
）。

（
65
）	　

註
40
の
町
田
甲
一
前
掲
解
説
（
註
37
の
前
掲
書
二
六
頁
上
段
）。

（
66
）	　

太
田
博
太
郎
「
西
大
寺
の
歴
史
」（
註
37
の
前
掲
書
九
～
二
〇
頁
。
の

ち
註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
二
五
九
～
二
八
六
頁
に
改
稿
し
「
西
大

寺
」
と
改
題
の
う
え
収
録
）。

（
67
）	　

註
64
の
前
掲
書
一
三
～
一
四
、
三
七
頁
。

（
68
）	　

註
64
の
前
掲
書
二
六
頁
・
二
九
～
三
〇
頁
。
藤
井
恵
介
「
中
世
西
大
寺

の
建
築
と
伽
藍
」『
西
大
寺
古
絵
図
の
世
界
』
佐
藤
信
編
、
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
五
年
（
二
九
四
頁
）。

（
69
）	　

こ
の
「
寶
塔
院
」
の
呼
称
は
、
叡
尊
の
西
大
寺
入
寺
以
前
か
ら
そ
の
よ

う
に
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
感
身
学
正
記
』
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）

条
の
記
事
か
ら
窺
え
る
（
註
64
の
前
掲
書
八
頁
）。
こ
の
ほ
か
、
東
京
大

学
文
学
部
蔵
「
西
大
寺
往
古
敷
地
図
」
に
お
い
て
も
「
寳
塔
院
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
（
挿
図
８
参
照
）。

（
70
）	　
『
感
心
学
正
記
』
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
条
に
は
、剃
髪
受
戒
が
「
於

寶
塔
庭
」で
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
註
64
の
前
掲
書
二
〇
頁
）。

（
71
）	　

原
文
は
「
範
圓
法
印 

建
保
六
年
戊
寅
十
二
月
六
日
、
西
大
寺
塔
供
養

千
僧
、
専
寺
十
五
人
、
導
師
興
福
寺
別
當
雅
縁
僧
正
、
呪
願
権
別
當
範
圓

僧
正
」
と
記
さ
れ
る
（『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
一
四
、八
六
八
頁
）。

（
72
）	　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
124
、
二
一
頁
。

（
73
）	　
『
増
補 

史
料
大
成 

中
右
記 

第
五
』
五
八
頁
上
段
。

（
74
）	　
『
三
会
定
一
記
』
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
条
「
講
師
済
圓
興
福
寺
法
相
宗
（
中

略
）
保
延
四 

十
二 

廿
九
、
依
造
立
西
大
寺
四
王
堂
功
、
賞
超
上
四
人
、

任
権
律
師
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
123
、
三
一
四
頁
上
段
）、『
僧
綱
補
任
』

保
延
四
年
の
条
「
権
律
師
済
圓
十
二
月
廿
九
日
任
、
西
大
寺
良
堂
修
造
功
（
以
下
略
）」（『
同
』

123
、
二
七
二
頁
下
段
。
な
お
、
文
中
の
「
良
堂
」
は
「
食
堂
」
の
誤
写
で

あ
ろ
う
）。

（
75
）	　

註
10
の
前
掲
『
公
刊 

美
術
史
料
』
寺
院
篇
上
巻
（
四
六
頁
）。

（
76
）	　
『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』
で
は
「
塔
二
基
五
重
、
各
十
五
丈
」
の
表
記
に
と
ど
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ま
り
、「
塔
院
」
も
し
く
は
「
宝
塔
院
」
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
は

い
な
い
が
、
註
66
の
太
田
博
太
郎
前
掲
論
文
の
伽
藍
復
原
図
（
註
７
の
太

田
博
太
郎
前
掲
書
二
六
六
頁
、
註
37
の
前
掲
書
一
三
頁
）
に
は
東
西
塔
の

区
域
に
「
塔
院
」
を
明
記
し
て
い
る
。

（
77
）	　
『
新
訂
増
補 
国
史
大
系
』
巻
二
（
三
七
四
頁
）。

（
78
）	　

太
田
博
太
郎
氏
は
西
塔
址
か
ら
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）に「
神
功
開
宝
」

等
の
古
銭
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
が
鎮
壇
に
供
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
神
護
景
雲
元
年
九
月
に
「
神
功
開
宝
」
が
鋳
造
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
西
塔
の
着
工
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
後
の
神
護
景
雲

初
年
の
可
能
性
を
示
さ
れ
て
い
る
（
註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
二
六
三

頁
、
註
37
の
前
掲
書
一
〇
頁
下
段
）。
と
す
れ
ば
東
塔
も
同
じ
頃
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
79
）		

な
お
、『
延
暦
僧
録
』
の
選
者
・
思
託
そ
の
ひ
と
の
自
伝
の
な
か
に

「
景
雲
年
、
勅
西
大
寺
造
八
角
塔
様
」
と
あ
り
（『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』

三
一
巻
、
八
〇
頁
）、
称
徳
天
皇
の
勅
に
拠
る
要
請
は
東
西
双
塔
を
な
す

は
ず
で
あ
っ
た
八
角
七
重
塔
に
か
か
わ
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
が
、
論
者

は
称
徳
天
皇
の
御
願
仏
で
あ
っ
た
銅
造
四
天
王
像
を
安
置
す
る
四
王
堂

の
堂
内
中
央
に
安
置
し
た
八
角
五
重
塔
の
こ
と
で
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い

て
指
摘
し
て
い
る
。
津
田
徹
英
「
西
大
寺
創
建
期
の
密
教
造
像
と
そ
の
意

義—
 

道
鏡
の
伽
藍
構
想
と『
陀
羅
尼
集
経
』—

」『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』一
一
号
、

青
山
学
院
大
学
比
較
芸
術
学
会
、
二
〇
二
四
年
。

（
80
）	　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
四
年
八
月
丙
午
（
一
七
日
）
条
（『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
巻
二
、 

三
八
〇
頁
）。

（
81
）	　

註
79
の
津
田
徹
英
前
掲
論
文
。

（
82
）	　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
四
年
八
月
庚
戌
（
二
十
一
日
）
条
（『
新
訂
増

補 

国
史
大
系
』
巻
二
、 

三
八
〇
頁
）。

（
83
）	　

出
雲
路
修
校
注
『
日
本
霊
異
記
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
30
）』
岩
波

書
店
、
一
九
九
六
年
（
一
八
三
～
一
八
四
頁
）。

（
84
）	　

註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
二
六
三
～
二
六
四
頁
（
註
37
の
前
掲
書

一
〇
頁
下
段
）。

（
85
）	　

近
藤
有
宣
『
西
大
寺
の
創
建
と
称
徳
天
皇
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年

（
二
〇
一
頁
）。

（
86
）	　

大
岡
実
・
浅
野
清
「
西
大
寺
東
西
塔
」『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』

五
四
号
、
一
九
五
六
年
。
浅
野
清
「
西
大
寺
東
西
両
塔
跡
の
発
掘
」『
佛

教
藝
術
』
六
二
号
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
。

（
87
）	　
『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
二
巻
（
四
〇
四
、四
二
九
頁
）。

（
88
）	　

註
37
の
前
掲
書
一
二
七
頁
下
。

（
89
）	　
『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
一
〇
巻
（
三
七
三
頁
）。
な
お
、
読
点
は
論

者
が
恣
意
に
付
し
た
。
ち
な
み
に
『
類
聚
国
史
』
に
お
い
て
も
同
一
の
表

記
と
な
っ
て
い
る
（『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
六
巻
（
一
七
九
頁
）。

（
90
）	　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
123
（
二
九
〇
頁
下
段
）。

（
91
）	　

註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
二
八
二
頁
の
註
22
（
註
37
の
前
掲
書
一
八

～
一
九
頁
の
註
25
）。

（
92
）	　
『
七
大
寺
日
記
』
な
ら
び
に
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
の
西
大
寺
の
条
に
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は
金
堂
の
倒
壊
と
破
損
し
た
弥
勒
浄
土
に
か
か
わ
る
尊
像
の
食
堂
安
置

に
言
及
が
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
（
註
９
の
『
公
刊 

美
術
史
料
』
寺
院
篇

上
巻
二
六
頁
、
四
五
頁
）、
本
文
中
で
述
べ
た
承
和
十
三
年
（
八
四
六
）

十
二
月
の
金
堂
焼
失
と
安
置
さ
れ
て
い
た
「
仏
像
一
時
與
煨
燼
共
盡
」
は
、

薬
師
金
堂
に
か
か
わ
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
93
）	　
『
新
訂
増
補 
国
史
大
系
』
一
一
巻
（
二
八
頁
）。

（
94
）	　
『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
一
二
巻
（
二
〇
一
頁
）。

（
95
）	　
『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
一
一
巻
（
八
七
頁
）。

（
96
）	　
『
大
日
本
史
料
』第
二
編
之
六（
八
三
〇
頁
）。『
史
料
大
成 

小
右
記 

一
』

（
二
二
一
頁
）。

（
97
）	　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
123
（
四
九
頁
下
）。

（
98
）	　
『
興
正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集
』
に
は
叡
尊
が
伝
聞
と
い
う
か
た
ち
で
「
即

某
渡
当
寺
（
津
田
註
＝
西
大
寺
）、
今
ハ
及
五
十
年
候
、
即
四
天
王
ハ
、

ウ
ツ
キ
原
ニ
テ
高
野
笠
ウ
チ
キ
セ
マ
イ
ラ
セ
テ
候
シ
ヲ
、
薬
師
寺
ノ
威マ

精マ

已
講
ノ
別
当
ニ
成
タ
ル
時
、
形
ノ
ゴ
ト
ク
堂
ヲ
立
シ
ヨ
リ
以
来
、
次
第
ニ

繁
昌
シ
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
鎌
倉
旧
仏
教
（
日
本
思
想
大
系
15
）』

岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
二
一
九
頁
）。
註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書

二
七
一
頁
（
註
37
の
前
掲
書
一
五
頁
上
）。

（
99
）	　
『
新
指
定
重
要
文
化
財
図
説 

昭
和
五
一
年
度
』（
文
化
庁
、
一
九
七
九

年
）
解
説
（
八
九
頁
）。
田
中
稔
「
西
大
寺
寺
中
曼
荼
羅
図
」（
註
37
の
前

掲
書
一
一
九
～
一
二
〇
頁
）。
註
68
の
藤
井
恵
介
前
掲
論
文
（
同
前
掲
書

三
〇
二
頁
）。

（
100
）	　

註
60
の
前
掲
報
告
書
図
版
76
、
註
68
の
前
掲
書
口
絵
の
原
色
図
版
８
、

お
よ
び
二
九
九
頁
。

（
101
）	　

註
60
の
前
掲
報
告
書
図
版
75
。

（
102
）	　

註
60
の
前
掲
報
告
書
七
〇
・
七
一
頁
、
図
版
42
（
119
、
120
、
121
、
128
）。

こ
の
う
ち
、
磚
仏
一
点
は
一
九
五
六
年
に
浅
野
清
氏
ら
の
西
塔
跡
の
発
掘

調
査
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
塑
像
の
台
座
残
欠
は
上
述
の

一
九
五
六
年
の
調
査
で
一
点
が
出
土
し
、
一
九
八
九
年
度
の
調
査
で
は
二

点
が
出
土
し
た
と
す
る
。
な
お
、
一
九
八
九
年
度
出
土
の
台
座
残
欠
に
つ

い
て
は
二
次
的
に
火
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
同
頁
）。

（
103
）	　

西
大
寺
四
仏
像
に
つ
い
て
、
残
存
し
た
も
の
を
四
軀
寄
せ
集
め
た
と
す

る
見
解
に
立
つ
先
行
研
究
に
は
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ

の
論
考
も
東
西
両
塔
と
も
に
四
仏
を
安
置
し
た
と
い
う
こ
と
が
立
論
の

前
提
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
前
提
自
体
が
適
切
か
ど
う

か
で
あ
る
。
足
立
康
「
西
大
寺
四
仏
坐
像
」『
日
本
彫
刻
史
の
研
究
』
竜

吟
社
、
一
九
四
四
年
。
金
森
遵
「
西
大
寺
四
仏
像
に
つ
い
て
」『
日
本
彫

刻
史
の
研
究
』
河
原
書
店
、
一
九
四
九
年
。
久
野
健
「
Ｘ
レ
イ
に
よ
る
彫

刻
の
調
査—

光
学
的
方
法
に
よ
る
古
美
術
品
の
研
究—

」『
美
術
研
究
』

一
六
三
号
、
一
九
五
一
年
。
佐
藤
昭
夫
「
西
大
寺
四
仏
坐
像
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
七
号
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
五
四
年
。
註
41
の
本
間
紀

男
前
掲
書
（
一
七
八
～
一
七
九
頁
、
一
八
四
～
一
八
七
頁
）。

（
104
）	　

註
63
の
清
水
眞
澄
前
掲
解
説
。
佐
々
木
守
俊
前
掲
解
説
。
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（
105
）	　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
四
月
二
十
三
日
条
（『
新
訂
増
補 

国
史

大
系
』
二
巻
、
三
六
三
頁
）。

（
106
）	　

註
７
の
太
田
博
太
郎
前
掲
書
二
六
二
頁
（
註
37
の
前
掲
書
一
〇
頁
上

段
）。

（
107
）	　

註
79
の
津
田
徹
英
前
掲
論
文
。

（
108
）	　

註
79
の
津
田
徹
英
前
掲
論
文
。

（
109
）	　

す
な
わ
ち
「
是
灌
頂
章
句
、
必
定
吉
祥
眞
實
不
虚
、
等
行
衆
生
、
及
中

善
根
、
應
當
受
持
讀
誦
通
利
、
七
日
七
夜
受
持
八
戒
、
朝
暮
淨
心
、
香
華

供
養
十
方
諸
佛
～
至
心
護
念
、
隨
心
所
求
、
令
得
成
就
、
並
當
至
心
禮
如

是
等
諸
佛
世
尊
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
18—

八
七
五
ｃ
）。

（
110
）	　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
18—

八
七
六
a
。

（
111
）	　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
18—

八
〇
〇
ｃ
。

（
112
）	　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
四
（
四
〇
八
～
四
〇
九
頁
）。
こ
の
文
書

は
造
仏
司
主
典
の
任
に
あ
っ
た
六
位
下
志
斐
連
麻
呂
と
造
寺
司
主
典
の
正

八
位
上
安
都
宿
祢
雄
足
の
二
人
を
専
當
（
管
理
官
）
と
し
て
「
造
東
大
寺

司
」
の
管
轄
下
で
造
仏
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
天
平
宝
字
四
年

（
七
六
〇
）
二
月
二
十
五
日
付
で
長
官
坂
上
忌
寸
が
報
告
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
113
）	　

足
立
康
「
東
大
寺
四
方
五
佛
像
」（
註
103
の
前
掲 

同
『
日
本
彫
刻
史
の

研
究
』
二
一
三
～
二
一
四
頁
）。

（
114
）	　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
16—

三
四
五
ｃ
。

（
115
）	　

な
お
、
改
め
て
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
拠
っ
て
み
る
と
、
四
方
四
仏
の

尊
名
の
相
異
は
北
方
の
「
天
鼓
音
」
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
東
方
を

「
不
動
」、
南
方
を
「
宝
幢
」
と
説
く
箇
所
も
あ
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

16—

四
〇
四
a
・
ｃ
、
四
二
三
ｃ
、
四
三
九
ｂ
）。

（
116
）	　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
16—

四
二
三
ｃ
。

（
117
）	　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
16—

三
四
五
b
、『
同
』
18
―
八
七
五
ｃ
～
八
七

	

六
a
。

（
118
）	　

全
四
巻
か
ら
な
る
『
金
光
明
経
』
の
漢
訳
は
五
世
紀
第
一
四
半
期
と
さ

れ
て
お
り
（『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
、
四
二
三
頁
）、
一
方
、
全

十
二
巻
か
ら
な
る
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
漢
訳
は
永
徽
四
年
（
六
五
三
）
か

ら
同
五
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
智
昇
撰
『
続

古
今
訳
経
図
記
』〈『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55—

三
六
八
a
〉）。

（
119
）	　

な
お
、
密
教
像
に
お
い
て
右
脚
上
の
「
吉
祥
坐
」
が
定
着
す
る
の
は
、

そ
の
こ
と
を
説
い
た
『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』、『
無
量
寿
如
来
観
行
供

養
儀
軌
（
無
量
寿
如
来
念
誦
儀
軌
）』、『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一

切
時
處
念
誦
成
仏
儀
軌
』
の
漢
訳
（『
大
唐
貞
元
続
開
元
釈
教
録
』
の
記

載
に
し
た
が
う
と
い
ず
れ
も
八
世
紀
第
四
四
半
期
と
み
ら
れ
る
）
と
空
海

に
よ
る
請
来
を
俟
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
120
）	　

ち
な
み
に
、
図
像
的
に
合
致
す
る
四
仏
の
遺
例
は
、
同
時
代
（
八
世
紀
）

の
中
国
あ
る
い
は
韓
半
島
に
は
求
め
難
い
。
や
は
り
独
自
の
構
想
の
も
と

で
の
四
仏
の
図
像
選
択
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
国

な
ら
び
に
韓
半
島
の
遺
例
に
つ
い
て
は
、
註
１
の
毛
利
久
前
掲
論
文
、
水

野
さ
や
「
統
一
新
羅
の
石
塔
の
浮
彫
尊
像—

四
仏
を
中
心
に—

」『
ア
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ジ
ア
仏
教
美
術
論
集 

東
ア
ジ
ア
Ⅵ 

朝
鮮
半
島
』
井
出
誠
之
輔
・
朴
亨
國

編
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
八
年
（
一
八
一
～
二
〇
六
頁
）
を
参

照
し
た
。

（
121
）	　
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
構
想
が
塔
院
（
宝
塔
院
）
に
及
ん
で
い
た
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
東
塔
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
西
塔
に
も
及
ん
で

い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
西
塔
の
出
土
遺
物
（
磚
仏
一
点
、

塑
造
仏
像
の
蓮
華
座
残
片
三
点
）
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
も
つ

情
報
量
は
少
な
い
も
の
の
、
や
は
り
四
方
と
も
に
塑
像
に
よ
る
群
像
を
構

成
し
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
憶
測
の
域
を
出

な
い
が
、
西
塔
に
は
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
一
二
に
説
か
れ
る
「
都
会
道

場
法
壇
」
の
東
西
南
北
に
配
さ
れ
る
諸
尊
（『
大
正
新
脩
第
蔵
経
』
18—

八
八
八
ｂ
）
の
安
置
を
想
定
し
て
み
る
の
も
一
案
か
も
知
れ
な
い
。

〔
付
記
〕
竹
田
四
方
仏
石
（
四
方
三
尊
石
仏
）
の
熟
覧
に
際
し
て
は
、
所
蔵
先

の
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
考
古
室
長 

石
田
由
紀
子
氏
の
ご
高
配
を
得
た
。

こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

【
挿
図
出
典
】（
挿
図
中
に
お
い
て
出
典
を
明
記
し
た
も
の
を
除
く
）

挿
図
１	

図
録
『
創
建
一
二
五
〇
年
記
念 

奈
良
西
大
寺
展 

叡
尊
と
一
門
の
名

宝
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
七
年

挿
図
２	

小
野
勝
年
『
石
造
美
術
（
日
本
の
美
術
四
五
）』
至
文
堂
、
一
九
七
〇
年

挿
図
３-

⑴　

奈
良
国
立
博
物
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

挿
図
３-

⑵　

久
野
健
編
『
仏
像
集
成
３ 

日
本
の
仏
像
〈
京
都
〉』
学
生
社
、

一
九
八
六
年　

挿
図
４	

本
間
紀
男
『
Ｘ
線
に
拠
る
木
芯
乾
漆
像
の
研
究
』
美
術
出
版
社
、

一
九
八
七
年

挿
図
５
、６-

⑴
、12 『
奈
良
六
大
寺
大
観 

第
十
四
巻 

西
大
寺 

全
』岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年

挿
図
６-

⑵ 

『
日
本
美
術
全
集
第
４
巻 

東
大
寺
と
平
城
京 

奈
良
の
建
築
・
彫

刻
』
講
談
社
、
一
九
九
〇
年

挿
図
７	

手
持
ち
の
紙
焼
き
画
像
を
使
用

挿
図
８
、９　

佐
藤
信
編
『
西
大
寺
古
絵
図
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年

挿
図
10	

国
立
公
文
書
館
よ
り
の
提
供




